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2広報とよおか　2012.5.25

▼国内の自然界で46年ぶりの巣立ち（平成19年7月31日　百合地）

　総合計画とは、市政全分野における総合的かつ計画的な運営を図るための計
画で、基本構想、基本計画および実施計画を総称するものです。
　市では、現在の基本構想のもと策定した前期基本計画の計画期間が平成23年
度で終了することから、社会情勢の変化や諸制度の変更および計画の達成度合
などを検証し、次の５年間（平成24～28年度）に実現すべき施策を盛り込んだ後
期基本計画を策定しましたのでお知らせします。

《問合せ》政策調整課政策調整係☎21-9022

後
期
基
本
計
画
の

ま
ち
づ
く
り
の
ね
ら
い

　
前
期
基
本
計
画
で
は
、
目
指
す

ま
ち
の
将
来
像「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠

然
と
舞
う
　
ふ
る
さ
と
」を
実
現

す
る
た
め
に「
豊
岡
モ
デ
ル
の
展

開
」を
柱
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
後
期
基
本
計
画
で
は
、
こ
れ
ま

で
市
が
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り

の
根
底
に
は「
い
の
ち
へ
の
共
感
」

が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し

た
上
で
、
新
た
な
戦
略
を
加
え
て

「
豊
岡
モ
デ
ル
の
展
開
」に
取
り
組

み
ま
す
。

新
た
な
戦
略

◆
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
に
お

い
て「
環
境
」は
、
経
済
発
展
の
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
た
分
野
で
す
。

　
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
で
経
済

が
活
性
化
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
環
境
を
良
く
す
る
行
動
が
さ
ら

に
広
が
る
と
い
う「
環
境
と
経
済
の

共
鳴
」の
実
現
に
向
け
た
環
境
経

済
戦
略
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
す
る
た
め
、
環
境
経
済
型
企

業
の
誘
致
促
進
や
市
内
企
業
の
環

境
経
済
型
技
術
・
商
品
の
開
発
支

援
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
拡

大
な
ど
、
環
境
経
済
の
実
践
に
基

づ
く「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

◆「
大
交
流
」

　
市
民
の
暮
ら
し
も
市
の
財
政
も

経
済
が
支
え
て
い
ま
す
が
、
豊
岡

の
経
済
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
て
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
人
口
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
人
口
が
減
っ
た

分
、人
々
の
行
き
来
を
さ
ら
に
活
発

化
さ
せ
、
流
動
性
を
高
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
経
済
発
展
を
図
り
ま
す
。

　
後
期
基
本
計
画
の
5
年
の
間
に
、

「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」と「
大
交
流
」

を
経
済
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た

め
の
新
た
な
戦
略
と
位
置
付
け
、

推
進
し
ま
す
。

 
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う
　 

ふ
る
さ
と

「
豊
岡
市
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
！
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▲自主防災組織の活動▲神鍋線「上限200円バス社会実験」

▲全国市町村交流レガッタ開催

目
標
値

　
後
期
基
本
計
画
で
は
、
新
た
に

「
5
年
後
の
目
標
値
」の
項
目
を
設

け
ま
し
た
。

5
年
後
の
目
標
値
と
は
？

・
ど
れ
だ
け
事
務
事
業
を
行
う
か

で
は
な
く
、
5
年
後
に
ど
れ
だ

け
ま
ち
が
良
く
な
る
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

・「
市
民
の
視
点
で
み
た
成
果
」と

い
う
こ
と
か
ら
、
計
画
の
進
捗

は
で
き
る
だ
け
実
感
し
や
す
い

も
の
を
目
標
項
目
に
選
択
し
ま

し
た
。

・
具
体
的
に
数
値
で
表
せ
る
も
の

は
数
値
を
使
い
、
数
値
で
表
し

に
く
い
も
の
は 

⇒
や
じ
る
し 

で
表
し
ま

し
た
。

基
本
計
画
に
記
載
し
た

具
体
的
取
組
例

安
全
・
安
心

▼
防
災
・
減
災
力
の
向
上

　
地
震
や
津
波
、
水
害
、
土
砂
災

害
な
ど
を
想
定
し
た
訓
練
を
、
関

係
機
関
や
消
防
団
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

▼
医
療
環
境
の
充
実

　
公
立
病
院
の
医
師
・
看
護
師
確

保
に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

用
し
た
、
豊
岡
な
ら
で
は
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
観
光
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

▼
工
業
の
振
興

　
高
品
質
で
付
加
価
値
の
高
い
製

品
の
産
地
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ

う
、
関
連
産
業
と
連
携
し
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
育
成
を
図
り

ま
す
。

▼
雇
用
対
策
の
推
進

　
積
極
的
に
企
業
誘
致
や
産
業
振

興
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の

拡
大
を
促
進
し
ま
す
。

教
　
育

▼
教
育
環
境
の
充
実

　
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
図
る
と

と
も
に
、施
設
の
改
修
に
努
め
ま
す
。

▼
家
庭
・
地
域
教
育
力
の
向
上

　
青
少
年
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
場
外
車
券（
馬
券
）発

売
施
設
な
ど
、
賭
博
性
の
高
い
施

設
が
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

▼
生
涯
学
習
の
推
進

　
市
民
が
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
す

た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

地
域
振
興
、
ま
た
学
習
の
拠
点
で

あ
る
地
区
公
民
館
の
活
動
を
促
進

し
ま
す
。

行
　
政

▼
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

推
進

　
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
事
業
所

な
ど
と
連
携
し
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

▼
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
組
織

の
構
築

　
豊
岡
市
第
2
次
定
員
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
、
職
員
数
の
削
減
目

標
を
明
確
化
し
て
適
正
な
定
員
管

理
を
行
い
、
事
務
事
業
に
応
じ
た

適
正
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。

▼
効
率
的
・
効
果
的
な

行
財
政
運
営
の
推
進

　「
第
2
次
豊
岡
市
行
政
改
革
大

綱
・
実
施
計
画
」に
基
づ
き
、
行

政
改
革
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
財
政
状
況
や
社
会
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
改
革
を

進
め
ま
す
。

▼
周
辺
市
町
や
関
係
自
治
体
と
の

連
携

　
但
馬
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
地
域
医
療
を
確
保

す
る
た
め
の
周
産
期
医
療
体
制
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

※
本
計
画
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
政

　
策
調
整
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

生
　
活

▼
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
豊
岡
市
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ

く
り
構
想
の
理
念
に
基
づ
き
、
市

民
意
識
の
変
革
と
ま
ち
の
あ
り
さ

ま
の
変
革
を
基
本
に
、
健
康
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

▼
公
共
交
通
の
充
実

環
　
境

▼
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
豊
か

な
自
然
の
保
存
・
再
生
・
創
造

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
事
業
を

核
に
、
多
様
な
主
体
が
連
携
し
な

が
ら
、
地
域
全
体
の
生
物
多
様
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
循
環
型
社
会
の
構
築

　
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
促
進
し
ま
す
。

▼
住
環
境
の
整
備

　
地
元
産
材
の
活
用
や
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
な
ど
、
環
境

に
や
さ
し
い
住
宅
づ
く
り
を
促
進

し
ま
す
。

経
　
済

▼
観
光
の
振
興

　
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る
公
共

交
通
を
維
持
す
る
取
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組

み
や
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
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平
成
19
〜
28
年
度
ま
で
の
10
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
地
域
福
祉

計
画
に
つ
い
て
、
5
年
間
の
経
過

を
踏
ま
え
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る

た
め
、
平
成
23
年
度
に
後
期
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
の
経
過

　
学
識
経
験
者
や
地
域
団
体
の
代

表
者
、
福
祉
・
医
療
関
係
者
、
公

募
委
員
な
ど
で
構
成
す
る
地
域
福

祉
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
地
域
福
祉

の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、

計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

声
を
聴
く
た
め
、
18
歳
以
上
の
市

民
5
千
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
や
、
高
校
生
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
民
生
委
員
・
保
育
士
な

ど
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
さ
ら
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
見
直
し
内
容

　
要
援
護
者
へ
の
日
常
的
な
見
守

り
・
助
け
合
い
体
制
づ
く
り
の
促

進
や
子
育
て
支
援
の
関
連
項
目
な

ど
を
新
た
に
盛
り
込
む
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
具
体
的
な
事
業
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
推
進

　
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
N
P
O
活
動
等

の
推
進
や
民
間
事
業
者
に
よ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
支
援
、
職
能

団
体
・
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど

の
各
種
施
策（
下
記
の
と
お
り
）に

取
り
組
み
ま
す
。

基本目標 施策 内容

住民が地域福祉に
主体的に参加する
仕組みづくり

ボランティア活動・NPO活動
等の推進 　ボランティア登録事業の支援など

住民座談会の開催への支援 　住民座談会の継続的な開催支援、小地域福
祉活動計画作成の促進など

関連計画等における取組みの
推進

　次世代育成支援対策・地域行動計画（子育て
関連）の推進など

要援護者支援に対する取組み 　声掛け・見守り・訪問活動等体制づくりの
促進、災害時要援護者登録制度の充実など

さまざまな福祉ニ 
ーズに対応するサ 
ービス提供体制の
整備

民間事業者による福祉サービ
ス提供の支援

　民間事業者による相談対応や福祉サービス
提供の内容周知（市広報紙）など

福祉サービス利用者の権利擁
護

　福祉サービス利用援助事業や成年後見制度
の周知と利用促進など

利用者本位の福祉サービスを
実現する仕組みの活用

　介護相談員派遣事業の実施、家庭相談員の
配置、母子自立支援員の配置など

地域福祉を支える
思いやりのまちづ
くり

人権意識の向上
　出前講座等による人権学習機会の提供、高
齢者等への虐待・DV相談窓口の設置および関
係機関との連携など

福祉教育の充実 　障害の疑似体験・施設体験学習等の実践、
子ども福祉委員の選任など

総合的な地域福祉
の支援体制の整備

職能団体・関係機関との連携
強化

　看護協会との相互協力、社会福祉士会との
連携、保育所等の子育てを支援する関係機関
との連携など

専門的な相談窓口の整備
　地域包括支援センターによる総合相談、障
害者相談支援事業所による相談、こども教育
相談の実施など

＜主な施策＞

住
み
な
れ
た
地
域
で
　
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
支
え
合
い
　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

豊
岡
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
☎
24

-

7
0
3
2
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市
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
も
な

い
方
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
の
法
律
や
制
度
が
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
障
害
の

あ
る
方
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
障
害
者
計
画
」（
計
画
期
間
…

平
成
19
〜
28
年
度
）の
中
間
年
度

に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
、

計
画
の
見
直
し
と「
第
3
期
障
害

福
祉
計
画
」（
計
画
期
間
…
平
成
24

〜
26
年
度
）の
策
定
を
行
い
ま
し

た
。豊

岡
市
障
害
者
福
祉
計
画
と
は

　
今
後
の
市
の
障
害
者
施
策
の
指

針
と
な
る
も
の
で
、
障
害
者
施
策

の
理
念
や
基
本
方
針
を
策
定
し
た

「
障
害
者
計
画
」と
、障
害
者
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
見
込
み
量
と
確
保
の
た

め
の
方
策
を
定
め
た「
障
害
福
祉

計
画
」と
の
整
合
性
を
図
り
、一
つ

の
計
画
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

策
定
の
経
過

計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

声
を
聴
く
た
め
、
18
歳
以
上
の
市

民
5
千
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
や
、
高
校
生
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
民
生
委
員
・
保
育
士
な

ど
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
さ
ら
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
見
直
し
内
容

　
要
援
護
者
へ
の
日
常
的
な
見
守

り
・
助
け
合
い
体
制
づ
く
り
の
促

進
や
子
育
て
支
援
の
関
連
項
目
な

ど
を
新
た
に
盛
り
込
む
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
具
体
的
な
事
業
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
推
進

　
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
N
P
O
活
動
等

の
推
進
や
民
間
事
業
者
に
よ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
支
援
、
職
能

団
体
・
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど

の
各
種
施
策（
下
記
の
と
お
り
）に

取
り
組
み
ま
す
。

　
学
識
経
験
者
や
当
事
者
、
障
害

者
団
体
の
代
表
、
公
募
委
員
な
ど

で
構
成
す
る
障
害
者
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
事

者
や
支
援
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
計
画
を
定
め

ま
し
た
。

基本目標 施策 内容

自己実現できるま
ちづくり

教育の充実 　学校施設・設備の改善、サポートファイル
を活用した支援など

雇用・就労の促進 　雇用・就労機会の拡充、障害特性に関する
理解の促進など

社会参加・生きがいづくり 　社会参加しやすい環境づくり、コミュニケー
ション手段の確保など

人と人が支え合う
まちづくり

広報・啓発 　障害のある方の支援への理解の促進、交流
活動の促進など

人材育成・確保 　専門的人材やボランティア活動の育成など

ネットワークづくりの推進
　障害者自立支援協議会を核とした、地域の
団体活動の情報交換のためのネットワークの
構築など

いつどこでも相談
できるまちづくり

相談体制・情報提供の充実 　相談支援事業者や相談支援専門員の増員、
わかりやすい情報の提供など

障害の早期発見・早期対応
　発達段階に応じた保健指導、北但広域療育
センターによる幼児期からの一貫した療育指
導・訓練の提供など

権利擁護の推進 　虐待防止センターの設置や支援体制づくり
など

地域で生活できる
まちづくり

保健・医療の充実 　障害の特性に配慮した保健・医療サービス
の充実など

精神保健施策の推進 　精神障害に対する理解の促進、相談窓口の
充実や支援体制の整備など

生活支援の充実 　障害福祉サービス事業の周知やニーズの掘
り起こし、障害福祉サービスの質の向上など

家族等介護者の支援 　放課後等デイサービスの充実、家族介護者
同士の交流の機会づくりの支援など

安全で安心して暮
らせるまちづくり

福祉のまちづくり 　地域環境のバリアフリー化の推進、グルー
プホーム・ケアホームの整備の支援など

防犯・防災施策の推進 　災害時要援護者マップ整備の検討など

＜主な施策＞

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
岡
市
障
害
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
☎
24

-

7
0
3
3
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本
市
で
は
、
大
正
14
年
５
月

23
日
午
前
11
時
９
分
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・８
の
地
震
が
円
山

川
河
口
付
近
で
発
生
し
、
円
山
川

流
域
、
特
に
豊
岡
、
城
崎
地
域
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

当
時
の
建
築
物
は
木
造
が
大
半
で

あ
っ
た
た
め
に
、
地
震
の
初
動
で

建
物
の
多
く
は
一
気
に
倒
壊
し
ま

し
た
。
地
震
の
発
生
が
昼
時
で

あ
っ
た
た
め
、
食
事
の
準
備
の
た

め
に
火
を
た
い
て
い
た
民
家
や
旅

館
で
は
、
家
屋
倒
壊
に
伴
い
、
瞬

く
間
に
火
の
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
火
災
で
、
豊
岡
地
域
で
は

ま
ち
の
半
分
が
焼
失
し
、
城
崎
地

域
で
は
実
に
２
８
３
人（
人
口
比

で
８
・０
パ
ー
セ
ン
ト
）と
い
う
多

　

昨
年
の
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
世

界
最
大
級
の
巨
大
地
震
が
三
陸
沖
で
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
の
直
接

的
な
揺
れ
や
そ
の
後
の
大
津
波
に
よ
り
、
東
北
地
方
を
中
心
に
東
日

本
で
は
、
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
ま
た
は
流
失
す
る
と
と
も
に
、
多
数

の
死
者
や
行
方
不
明
者
が
出
る
な
ど
未
曽
有
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

地
震
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

過
去
の
災
害
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
頃
か
ら
防
災
・
減
災
意
識
を

持
ち
、
家
庭
や
地
域
で
の
備
え
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
防
災
課
防
災
係
☎
23

－

１
１
１
１　

忘
れ
て
は
い
け
な
い
北
但
大
震
災

く
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
犠

牲
者
の
大
半
は
、
食
事
準
備
中
に

倒
壊
し
た
建
物
に
挟
ま
れ
た
ま
ま
、

火
災
に
よ
っ
て
焼
死
し
た
女
性
で

し
た
。

普
段
か
ら
の
備
え

・
家
の
耐
震
補
強

・
家
具
の
転
倒
防
止

・
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

・
家
族
の
安
否
確
認
方
法
な
ど
を

決
め
て
お
く　

な
ど

大
き
な
揺
れ
、

長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら

・
ま
ず
身
の
安
全
、
し
ば
ら
く
様

子
を
み
る

・
海
の
近
く
に
い
る
人
は
、
津
波

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

揺
れ
が
収
ま
り
次
第
、

高
台
に
避
難
す
る

◆
家
の
中
で
は
…

・
ガ
ラ
ス
面
か
ら
離
れ
る

・
倒
れ
て
く
る
可
能
性
の
あ
る
家

具
や
棚
か
ら
離
れ
る

・
座
布
団
な
ど
で
頭
を
保
護
す
る

・
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
も
ぐ
る

・
緊
急
時
を
除
い
て
は
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
は
外
へ
は
出
な
い

（
緊
急
時
と
は
、家
全
体
が
き
し

み
始
め
た
り
、壁
に
ひ
び
が
入
っ

た
り
す
る
状
態
で
、家
屋
が
崩

壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
場
合
）

◆
歩
行
中
は
…

・
窓
ガ
ラ
ス
や
瓦
な
ど
の
落
下
物

か
ら
身
を
守
る
た
め
、
か
ば
ん

な
ど
で
頭
を
保
護
し
て
、
空
き

地
や
公
園
な
ど
に
避
難
す
る
。

石
垣
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
自
動
販

売
機
な
ど
に
は
近
寄
ら
な
い

◆
車
の
運
転
中
は
…

・
道
路
の
左
側
や
空
き
地
に
車
を

止
め
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ラ
ジ

オ
で
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も

【
安
全
エ
リ
ア
】

　

家
の
中
で
は
、
面
積
に
対
し
て

柱
や
壁
の
数
が
多
い
場
所
が
安
全

エ
リ
ア

に
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
。
避

難
す
る
際
は
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー

を
付
け
た
ま
ま
で
車
を
離
れ
る

◆
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で
は
…

・
階
数
ボ
タ
ン
を
全
て
押
し
、停

止
し
た
階
で
降
り
る
。閉
じ
込

め
ら
れ
た
場
合
は
、連
絡
ボ
タ
ン

を
押
し
て
係
員
の
指
示
に
従
う

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら

・
窓
や
戸
を
開
け
、
出
口
の
確
保

・
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
…

落
下
物
な
ど
が
あ
る
こ
と
も

・
門
や
塀
な
ど
に
は
近
寄
ら
な
い

地
震
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ

・
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら

火
を
消
す（
最
近
の
器
具
は
自

動
消
火
す
る
物
が
ほ
と
ん
ど
）

・
可
能
な
ら
初
期
消
火
を
行
う

・
避
難
の
際
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
下

ろ
し
、
電
気
の
供
給
を
止
め
る

・
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る

避
難
す
る
と
き
は

・
正
し
い
情
報
で
確
か
な
行
動
を

…
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
市
の
防

災
行
政
無
線
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
か
ら
情
報
収
集
を

・
避
難
先
な
ど
の
メ
モ
を
玄
関
に

・
家
族
の
安
全
確
認
後
に
、
隣
近

所
の
安
否
確
認
を

協
力
し
合
っ
て
、
救
出
・
救
護

・
自
主
防
災
組
織
、隣
近
所
な
ど

で
協
力
し
合
って
救
出・
救
護
を

地
震
は
突
然
や
っ
て
く
る
！

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

国
内
で
多
発
す
る
地
震

■北但大震災の被害状況（豊岡市地域防災計画から）

地域 全焼 全半壊 破損 死者 負傷者

豊岡 1,137戸 1,312戸 2,148戸 136人 581人

城崎 611戸 117戸 167戸 283人 211人

その他 － 336戸 605戸 １人 －

合計 1,748戸 1,765戸 2,920戸 420人 792人

■過去に国内で発生した震度６強以上の地震（平成12年以降）
（消防庁ホームページから）

発生年月日 地震名 最大震度 全壊住家数
平成23年３月 東北地方太平洋沖地震 ７ 129,198棟
平成20年６月 岩手・宮城内陸地震 ６強 30棟
平成19年７月 新潟県中越沖地震 ６強 1,331棟
平成19年３月 能登半島地震 ６強 686棟
平成16年10月 新潟県中越地震 ７ 3,175棟
平成15年７月 宮城県北部地震 ６強 1,276棟
平成12年10月 鳥取県西部地震 ６強 435棟
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区
分
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

◆
避
難
行
動
要
援
護
者

　

避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
、
地
域
支
援
者
が
避
難
支
援

を
行
う
。

【
基
準
】

　

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
か
つ
、
単
身
の
方
ま
た
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
も
し
く
は

障
害
者
の
み
の
世
帯
に
あ
る
方

①
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
度

が
3
〜
5
の
方

②
身
体
障
害
者
の
う
ち
、
身
体
障

害
者
手
帳
1
・
2
級
の
方

③
知
的
障
害
者
の
う
ち
、
療
育
手

帳
A
判
定
の
方

④
精
神
障
害
者
の
う
ち
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
方

◆
情
報
伝
達
等
要
援
護
者

　

避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
、
地
域
支
援
者
が
避
難
情
報

を
伝
え
た
り
、
安
否
確
認
等
の
支

援
を
行
う
。
必
要
に
応
じ
て
避
難

支
援
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

【
基
準
】

　

次
の
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該

　

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
の

登
録
対
象
者
は
、
介
護
保
険
法
に

よ
る
要
介
護
度
が
3
〜
5
の
方
、

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の

方
、
療
育
手
帳
A
判
定
の
方
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の

方
、
1
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
方
な
ど
と
し
て

お
り
、
現
在
の
名
簿
登
録
対
象
者

は
約
9
千
人
、
う
ち
登
録
者
数
は

約
5
6
0
0
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
登
録
者
数
が
多
い
た

め
、
災
害
時
の
限
ら
れ
た
時
間
内

に
登
録
者
全
て
に
支
援
が
及
ば
な

い
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
真
に
避
難
行
動
の

支
援
が
必
要
な
方
の
情
報
を
支
援

い
た
だ
く
方
々
に
明
確
に
し
、
災

害
時
に
確
実
に
支
援
が
及
ぶ
よ
う

に
す
る
た
め
、
登
録
対
象
者
の
条

件
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

見
直
し
内
容
は
、
現
行
基
準
の

災
害
時
要
援
護
者
を
身
体
等
の
状

態
お
よ
び
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
、

支
援
が
な
け
れ
ば
避
難
が
容
易
で

な
い「
避
難
行
動
要
援
護
者
」と
、

情
報
伝
達
等
の
支
援
に
よ
っ
て
自

ら
あ
る
い
は
家
族
等
で
避
難
が
可

能
な「
情
報
伝
達
等
要
援
護
者
」に

災
害
時
要
援
護
者

（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

当
し
、「
避
難
行
動
要
援
護
者
」以

外
の
方

①
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
度

が
3
〜
5
の
方

②
身
体
障
害
者
の
う
ち
、
身
体
障

害
者
手
帳
1
・
2
級
の
方

③
知
的
障
害
者
の
う
ち
、
療
育
手

帳
A
判
定
の
方

④
精
神
障
害
者
の
う
ち
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
方

⑤
1
人
暮
ら
し
高
齢
者

⑥
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

⑦
前
各
号
に
掲
げ
る
方
に
準
ず
る

状
態
に
あ
る
難
病
患
者
な
ど

※
地
域
支
援
者
と
は
、
行
政
区

（
自
主
防
災
組
織
を
含
む
）役
員
、

消
防
団
、
民
生
委
員

災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

災
害
時
に
お
い
て
、
災
害
時
要

援
護
者
に
対
す
る
避
難
支
援
体
制

を
拡
充
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
支
援
者
だ
け
で

な
く
、
隣
近
所
を
含
め
た
地
域
ぐ

る
み
の
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
災
害
時

に
お
け
る
情
報
伝
達
体
制
、
避
難

行
動
支
援
体
制
の
拡
充
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

平
常
時
か
ら
声
掛
け
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
、

避
難
行
動
支
援
を
迅
速
・
円
滑
に

行
う
た
め
に
は
、
平
常
時
か
ら
の

取
組
み
が
大
切
で
す
。
平
常
時
か

ら
、
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る

声
掛
け
運
動
を
展
開
す
る
な
ど
、

地
域
お
よ
び
近
隣
で
の
見
守
り
体

制
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

自
助
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

　

災
害
は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。

大
切
な
の
は
、そ
れ
に
備
え
て
普

段
か
ら
心
構
え
と
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
で
す
。自
助（
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
）の
意
識
を
、平
常
時

か
ら
高
め
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
を
見
直
し
ま
し
た

〜
災
害
時
要
援
護
者
を「
避
難
行
動
要
援
護
者
」と「
情
報
伝
達
等
要
援
護
者
」に
区
分
〜

《
登
録
・
問
合
せ
》社
会
福
祉
課
地

  

域
福
祉
係
☎
24

－

7
0
3
2

  

FAX　
24

－

4
5
1
6

災害時要援護者

避難行動支援

登録勧奨 登録台帳（副本）
の提供

豊岡市

本庁
総務部　健康福祉部

各総合支所
地域振興課　市民福祉課

登録申請 災害時の安否確認
情報の共有

情報伝達等支援
（状況により避
難行動支援も）

避難行動要援護者

情報伝達等要援護者

地域支援者
行政区（自主防災組織を含む）
役員、消防団、民生委員



市有土地を売却します
　市では、利用予定のない土地を一般競争入札方式により売却します。
 《問合せ》財政課経営管理係☎26-1337
◇ 一般競争入札物件

所在地 台帳地目 現況地目 面積（㎡） 最低売却価格（円）

昭和町302番１ 雑種地 宅地 1,836.49 104,550,000

・・・物件の詳細
●用途地域／準工業地域●建ぺい率／60％●容
積率／200％●ガス／豊岡エネルギー㈱●水道／
上水道●下水道／公共下水道●接面道路／市道
京極線（西側）、市道妙楽寺弥栄線（南側）●校区
／（小）八条小学校、（中）豊岡南中学校●交通機関
／JR豊岡駅から南東へ約1200m・市街地循環バ
ス「弥栄口」から北西へ約200m・全但バス「豊岡南
警察署」から南東へ約600m（直線）

「入札参加申込書」・「市有土地売却募集要領」の配布および入札参加の申込み
・期間　　５月25日（金）～６月20日（水）（土・日曜日を除く）
・時間　　午前８時30分～午後５時15分
・場所　　市役所東庁舎別館３階　財政課経営管理係（郵便による入札参加申込書の提出はできませ

ん）

※「募集要領」は、市ホームページからもダウンロードできます。

◇入札日　６月28日（木）
・入札場所、入札時間、入札参加資格などの詳細は、「市有土地売却募集要領」をご覧ください。
・入札方式ですので、最低売却価格以上で最高金額を入札した方に売却します。

　現在、下記の土地を随時募集（先着順）で売却しています。

◇随時募集物件（土地）
物件No. 所在地 台帳地目 現況地目 面積（㎡） 最低売却価格（円）
1 竹野町竹野字上広田1458番10 雑種地 雑種地 812.09 15,970,000
2 桜町31番２ 宅地 宅地 691.29 33,290,000
3 桜町31番５ 宅地 宅地 198.35 10,870,000
4 桜町31番６ 宅地 宅地 198.35 10,640,000
5 気比字絹巻4001番67 雑種地 雑種地 1,850.71 59,110,000
6 気比字絹巻4001番293 雑種地 雑種地 856.51 32,030,000
7 気比字絹巻4001番294 雑種地 雑種地 895.23 27,750,000
8 日高町江原字新町14番 宅地 宅地 262.14 8,970,000

※豊岡市土地開発公社でも、弥栄町および九日市下町の分譲宅地を随時募集で売却していますので、
上記問合せ先までお尋ねください。

詳　細　図
（旧豊岡給食センター跡地）

あかまつ小児科様

八条小学校前

広報とよおか　2012.5.25 8



出石｢中川地区分譲宅地｣のご案内出石｢中川地区分譲宅地｣のご案内
出石の古い町並みから約２㎞のところにある
緑豊かで日当たりの良い宅地です。

ここがおすすめ！
☆日当たり良好
☆敷地が広い　
☆緑豊かな環境

　市では、出石町上野の「中川地区分譲宅地」
の分譲をしています。

■分譲区画数　11 区画

　中川地区分譲宅地以外にも、但東町の自家菜園地付
きの物件などがありますので、お問い合わせください。

■分譲面積 ･価格
区画番号 面積 単価 譲渡価格
② 402.08㎡ 16,400円/㎡ 6,594,112円
③ 459.37㎡ 15,800円/㎡ 7,258,046円
④ 482.34㎡ 16,700円/㎡ 8,055,078円
⑦ 275.73㎡ 18,000円/㎡ 4,963,140円
⑧ 275.31㎡ 18,000円/㎡ 4,955,580円
⑨ 275.28㎡ 18,000円/㎡ 4,955,040円
⑩ 275.23㎡ 18,900円/㎡ 5,201,847円
⑪ 276.81㎡ 18,500円/㎡ 5,120,985円
⑫ 275.53㎡ 18,200円/㎡ 5,014,646円
⑬ 275.21㎡ 18,200円/㎡ 5,008,822円
⑭ 275.39㎡ 18,200円/㎡ 5,012,098円

※譲渡価格には、上下水道加入金が含まれています。

位
置
図

■分譲条件（抜粋）
●分譲対象　自己の居住する専用住宅また
は併用住宅（居住部分の面積が延べ床面
積の２分の 1以上であること）を建築す
る方に限ります。
●譲渡物件　現状のまま、引き渡します。
●分譲地の共有範囲　分譲地は申込者本人
の父母、子、配偶者またはその父母およ
び子の配偶者の範囲で共有できます。
●転売等の期限　譲渡契約の締結日から５
年間は、分譲地の所有権を他人に譲渡ま
たは貸与することはできません。

■概要
●所在地　豊岡市出石町上野
●道　路　市道上野線沿い（国道426号まで約100m）
●交　通　・ＪＲ豊岡駅（約14.7km）
　　　　　・全但バス上野橋停留所（徒歩２分）
●教 育 施 設・福住幼稚園（約2.2km）
　　　　　　・福住小学校（約2.2km）
　　　　　　・出石中学校（約3.0km）
●医療施設等・公立豊岡病院出石医療センター
　　　　　　　（約3.5km）
　　　　　　・公立豊岡病院（約15.6km）
　　　　　　・出石健康福祉センター（約3.5km）
●その他施設・市役所出石総合支所（約2.5km）

◇申込方法　所定の申込書に必要事項を記
入の上、持参または郵送してください。
申込書は、建設課と各総合支所地域振興
課に設置しています（市ホームページに
も掲載）。

《申込み・問合せ》建設課建設管理係☎23-1115

　市では、宅地を探している方を紹介いただいた
方に謝礼金を支払う制度を導入しています。親戚、
知り合いの方で｢新しく家を建てたい｣｢定年後は故
郷の豊岡で暮らしたい｣などの話がありましたら、
ぜひ、紹介してください。
●謝礼金支給条件
　・紹介者は宅地購入希望者と同居（同居予定）し
ている方を除きます。

　・紹介に際しては、宅地購入希望者の同意が必
要です。

　・紹介後、半年以内に売買契約を締結した場合
に謝礼金を支給します。

●謝礼金の額
　　下記金額の合計額を支給します。
　・１物件当たりの定額分　50,000円
　・分譲価格の１％に相当する定率分（千円未満切
り捨て）

分譲宅地紹介謝礼金制度

至養父 至豊岡

出石城跡

至但東福住小学校
豊岡南警察署
出石警部派出所

豊岡市消防本部出石分署

豊岡市役所
出石総合支所

至出石

至但東

出石川

市道上野車屋2号線

市道上野車屋1号線
調整池

線
野
上
道
市

済 ② ③ ④ 済

済 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 済

区
画
図

出石川
中川地区分譲宅地

広報とよおか　2012.5.259



ラ
ム
サ
ー
ル
速
報
！

登
録
に
向
け
て
大
き
く
前
進

「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」が

新
規
登
録
候
補
地
に
決
定
！

　

ま
ず
は
復
習
問
題
を
一
つ
。
通

称「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」の
正
式
名

称
は
?
↓
答
え「
特
に
水
鳥
の

生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な

湿
地
に
関
す
る
条
約
」。
そ
の
名

が
表
す
と
お
り
、
豊
か
な
環
境
の

保
全
を
目
的
と
し
た
条
約
で
、
日

本
で
は
環
境
省
が
そ
の
窓
口
と
な

り
ま
す
。

　

5
月
10
日
、
環
境
省
所
管
の
中

央
環
境
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
今
回
新
た
に
設

け
ら
れ
る
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
に

つ
い
て
の
審
議
と
、
そ
れ
を
も
と

に
、
今
年
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第

11
回
締
約
国
会
議（
Cコ

Oッ

Pプ　
11
）で

イ
レ
ブ
ン

登
録
を
目
指
す
国
内
湿
地
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の「
円
山
川
下
流
域
・
周

辺
水
田
」に
つ
い
て
も
、鳥
獣
保
護

区
の
指
定
と
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
に

つ
い
て
の
承
認
を
得
、日
本
国
と
し

て
、正
式
に
国
際
条
約
への
登
録
に

向
か
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、夢
の
一
歩
手
前
で
す
!

　

今
回
、
新
規
登
録
の
候
補
地
と

な
っ
た
の
は
下
記
の
9
カ
所
で
す
。

兵
庫
県
内
で
は
初
め
て
の
登
録
。

円
山
川
の
本
流
を
中
心
に
、
野
生

復
帰
を
果
た
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

生
息
す
る
湿
地
は
非
常
に
特
徴
的

で
す
。

　

受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
か
な
自

然
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、
現
代
に
適

合
す
る
形
で
自
然
と
の
共
生
を
進

め
よ
う
と
す
る
豊
岡
の
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
み
が
、
特
に
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係
☎
21

－

9
0
1
7

〜
国
際
条
約
の
湿
地
登
録
に
向
け
て
〜

ラ
ム
サ
ー
ル
へ
の
道
6

目
指
せ
登
録
！ 

〜
ラ
ム
サ
ル
君
の
夢
〜

ラ
ム
サ
ル
君
が
語
る

最
終
回

ラムサル君の夢は、私たちの夢。早期実現を目指します！

国
内
審
査
で
Gゴ

Oー

サ
イ
ン

兵
庫
初
の
登
録
湿
地
に

こ
の
機
会
に

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
自
然
や

文
化
を
も
う
一
度
し
っ
か
り
見
つ

め
直
し
て
み
る

―
。
ラ
ム
サ
ー

ル
登
録
を
、
そ

ん
な
機
会
に
し

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
で

は
、
７
月
下
旬

に「
ラ
ム
サ
ー

ル
Ｗウ

Ｅイ

Ｅー

Ｋク

」

と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
計

画
し
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ

い
。

①

②
③

⑥
⑦

⑧

⑨

〈国内の新規登録候補地〉
湿地名称（所在地） 面積

①大沼（北海道） 1,236ha

②渡良瀬遊水地（茨城県、
栃木県、群馬県、埼玉県）2,861ha

③立山弥陀ヶ原・大日平
（富山県） 574ha

④中池見湿地（福井県） 87ha

⑤東海丘陵湧水湿地群（愛
知県） 23ha

⑥円山川下流域・周辺水
田（兵庫県） 560ha

⑦宮島（広島県） 142ha

⑧荒尾干潟（熊本県） 754ha

⑨与那覇湾（沖縄県） 704ha

　
「
風
景
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出

（
歴
史
）が
詰
ま
っ
て
い
る
」こ
の
舞

台
は
、
そ
の
こ
と
に
気
付
か
せ
て

く
れ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

に
、
豊
岡
の
風
景
に
つ
い
て
、
そ

し
て
、
過
去
〜
現
在
〜
未
来
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課　

☎
21

9
0
1
7

　

お
な
じ
み
の「
劇
団
わ
ら
び
座
」

に
よ
る
ジ
ブ
リ
作
品
初
の
舞
台
化

で
す
。

▽
日
時　

7
月
28
日（
土
）午
後
6

　

時
30
分
〜（
開
場　

午
後
6
時
）

▽
場
所　

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

　
（
立
野
町
）

▽
入
場
料　

指
定
席
3
千
円
、
自

　

由
席
2
5
0
0
円
、
高
校
生
以

　

下
2
千
円（
い
ず
れ
も
当
日
は

　

5
0
0
円
増
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
！

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
お
も
ひ
で

ぽ
ろ
ぽ
ろ
」公
演
が
実
現

あの夢が実現！
平成22年3月25日号広報から

〈国内登録湿地〉
現在37カ所 131,027ha
新規 9カ所　  6,941ha

④
⑤
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こころの健康づくり講演会を開催します
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

『心が　　　  と軽くなる
毎日のヒント』

フッ

忙しい毎日…こころとからだのリズムが乱れていませんか？
不規則な生活や過度な緊張状態が続くと、知らず知らずのうちにストレスがたまり、リズムの乱
れにつながることがあります。
　ストレスとうまくつきあっていくためのヒント、周りにいる人のこころの変化に気付くことの大
切さについて、あなたも聞いてみませんか。
　心が「フッ」と軽くなる90分間をお届けします。

講師：名
な

越
こし

 康
やす

文
ふみ

 さん

  ＜講師プロフィール＞
精神科医・京都精華大学客員教授
臨床に携わる一方で、テレビ・ラジオでコメンテーター、映画評論など、さま
ざまな分野で活躍中
出演番組：日本テレビ「シューイチ」、「P

ポ ン

ON！」など
著書：「心がフッと軽くなる【瞬間の心理学】」「毎日トクしている人の秘密」
など

ᳺ᪴ࢌǓᢅƗſƸ˳ƴơǌŵǇƣƸŴᐯЎƷဃǛᙸႺƠƯǈǔƜƱơǌƷƏŵ

ᜒ˟ưƸŴǹȈȬǹƷٶƍଐŷƴƽƬƨǓ「心がフッと軽くなる毎日のヒント」
ǛᎥƘƜƱƕưƖǔƧŵ

日時：６月23日（土）午後１時30分～３時
場所：豊岡市民プラザ　ほっとステージ（大手町）
申込方法：電話で申込み〔５月25日(金)から受付開始。先着順〕
定員：300人(定員に達した時点で締め切ります）
参加費：無料
一時保育：有り(原則１歳半～就学前までの幼児）
　　　　　ご希望の方は、６月15日（金）までに申し込みください。
　　　　　※無料です。

ふ～っ

こころとからだの不調は、まわりの人が気付くこともあります。

ųଐɟደƴƍǔ៲ᡈƳʴƕŴ

ųƪǐƬƱƠƨ҄٭ƴൢ˄ƘƜƱƕƋǓǇƢŵ

ൢ˄ƍƨǒŴžǕƯǔᲹſžഒƸƋǔᲹſžƩǔƘƳƍᲹſƳ

ƲŴ٣ǛƔƚƯƘƩƞƍŵ

ƭǒƞǛЎƔƬƯƘǕǔʴƕƍǔƱƍƏƜƱƩƚưǋŴ

ƖƳૅƑƴƳǓǇƢŵٻ

＜申込み・問合せ＞
健康増進課
☎２４－１１２７
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気
の
進
行
を
防
い
だ
り
、
完
治
も

期
待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
検
診
を
受
け
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査
で
分
か

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一

生
の
う
ち
1
度
は
必

ず
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

（
過
去
に
す
こ
や
か

市
民
健
診
で
受
診
し
た
こ
と
が
あ

る
方
は
対
象
外
）。

な
り
ま
す
。
健
康
管
理
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今

年
に
限
り
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診
が
無
料
で
受
診

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

肝
炎
は
感
染
し
た
状
態
を
放
置

す
る
と
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、

肝
が
ん
に
進
行
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
治
療
に
よ
り
病

　

申
込
書
は
、
2
月
下
旬
に
、
40

〜
74
歳
で
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険

加
入
の
方
、
過
去
3
年
間
に
豊
岡

市
の
健
診（
検
診
）を
受
診
し
た
こ

と
が
あ
る
方
、
本
年
度
内
に
40
歳

に
な
る
方
、
国
が
示
す
が
ん
検
診

推
進
対
象
年
齢
の
方
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。
申
込
書
が
手
元
に
あ
る

方
は
、
希
望
の
健
診
項
目
に
○マ
ル

を

付
け
、
返
信
用
封
筒
に
80
円
切
手

を
貼
り
、
期
日
ま
で
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
が
手
元
に
な
い
方
で
受

診
希
望
の
方
は
、
健
康
増
進
課

に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
受

　「
24
年
度
す
こ
や
か
市
民
健
診
」の
追
加
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　「
す
こ
や
か
市
民
健
診
」の
受
診
に
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で

す
。
2
次
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
込
み
を
し
て
い
な
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

－

1
1
2
7

診
助
成
を
申
し
込
ん
だ
方
お
よ

び
国
保
特
定
健
診
個
別
健
診
を

申
し
込
ん
だ
方
は
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん（
た
だ
し
、
個
別
健

診
を
申
し
込
ん
だ
方
で
も
、
す

こ
や
か
市
民
健
診
で
の
が
ん
検

診
は
、
受
診
で
き
ま
す
）。

●
歯
周
病
検
診
の
申
込
み
受
付
は
、

終
了
し
ま
し
た
。

▼
申
込
書
送
付
先　

健
康
増
進
課

（
〒
6
6
8

－

0
0
4
6　

立

野
町
12

－

12
）

　

健
診
の
時
期
は
9
〜
12
月
で

す
。
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
い
た
だ
く

た
め
、
申
し
込
ん
だ
方
に
、
健
診

日
時
・
会
場
を
指
定
し
て
、
後
日

通
知
し
ま
す
。
今
回
の
健
診
会
場

は
、
健
康
福
祉
施
設（
立
野
町
）・

日
高
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
・
出

石
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
3
会

場
で
す
。

　

な
お
、
申
込
人
数
に
よ
り
、
希

望
の
会
場
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
健
診
内
容
の
詳
細
は
、
2
月
25

日
発
行
の
市
広
報
紙
と
一
緒
に

配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
女
性
の
が
ん
検
診（
乳
が
ん
・

子
宮
頸け
い

部
が
ん
検
診
）を
希
望

す
る
方
も
こ
の
機
会
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
本
年
度
内
に
40
歳
に
な
る
方
は
、

今
年
か
ら
が
ん
検
診
の
対
象
と

健
診
の
申
込
方
法

健
診
日
時
・
会
場

が
ん
検
診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、

も
う
受
け
ま
し
た
か
？

「
す
こ
や
か
市
民
健
診
」の

2
次
募
集
の
お
知
ら
せ
　

　
　
　
健
診
の
申
込
み
を
し
て
い
な
い
方
！
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
必
ず

　
　
　
年
に
1
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

申
込
期
限　

6
月
15
日（
金
）必
着

平成24年度

《受診料金（年齢は全て平成25年３月末現在の年齢です）》
受診項目 対象者 料金

基本健診

20～39歳の市民 1,000円
40～74歳の豊岡市国民健康保険加
入者・生活保護受給者 無料

75歳以上の市民 無料

が
ん
検
診

肺がん 40歳以上 400円
喀
かく

痰
たん

検査 50歳以上（ハイリスク者に限る） 900円
胃がん 40歳以上 1,100円
大腸がん 40歳以上 400円
前立腺がん 50歳以上の男性 500円

乳がん
（マンモグラフィ）

①40歳以上68歳以下の偶数年齢の
女性⇒視触診とマンモグラフィ
検査

②41・51・61歳と70歳以上の偶数
年齢の女性⇒マンモグラフィ検
査のみ

マンモグラフィ
検診 1,500円
視触診300円

子宮頸部がん 20歳以上の女性 1,400円

肝炎ウイルス検診 40歳以上で今まで受診したことが
ない方 800円

腹部超音波検査 40歳以上 1,500円
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Q
が
ん
検
診
を
受
け
る
と
、
い
い

こ
と
あ
る
の
？

A
が
ん
検
診
は
、
が
ん
で
命
を
落

と
さ
な
い
た
め
の
特
効
薬
で
す
。

　

日
本
で
は
、
約
2
人
に
1
人
が

が
ん
に
な
り
、
3
人
に
1
人
が

が
ん
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
豊
岡
市
で
死
亡
率

の
高
い
順
は
①
肺
が
ん
、
②
胃

が
ん
、
③
大
腸
が
ん
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Q
が
ん
検
診
は
ど
ん
な
方
法
で
行

う
の
？
ど
ん
な
病
気
が
見
つ
か

る
の
？

A
市
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診

の
方
法
と
、
見
つ
か
っ
た
病
気

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

第2号　　　　　　　　　　　　　　　　　健　康　か　わ　ら　版　　　　　　　　　　　　　　平成24年5月25日

健
康
か
わ
ら
版

　

市
で
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た

が
ん
検
診
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
毎
年
約
3
0
0
人

の
方
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、

が
ん
は
決
し
て
ひ
と
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
が
ん
検
診
の
〝
あ
れ
こ

れ
〞
を
Q
＆
A
方
式
で
お
届
け
し

ま
す
。

Q
み
ん
な
、
が
ん
検
診
を
受
け
て

い
る
の
？

A
豊
岡
市
民
の
が
ん
検
診
の
受
診

率
は
平
均
25
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

全
国
平
均
並
み
で
す
。
し
か
し
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
が
平
均
50

パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
い
る
諸
外
国

と
比
べ
る
と
低
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

Q
が
ん
検
診
は
ど
こ
で
実
施
し
て

い
る
の
？　

A
が
ん
検
診
は
職
場
検
診
や
医
療

機
関
で
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
で
は「
す
こ
や
か

市
民
健
診
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
す
こ
や
か
市
民

健
診
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は

12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q
平
日
は
仕
事
を
休
め
な
い
。
土

日
の
検
診
も
あ
る
の
？

A
市
で
は
土
・
日
曜
日
の
検
診
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

受
け
て
い
ま
す
か
？「が

ん
検
診
」！

　
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

《がん検診の方法および検診で見つかった病気》

検診項目 方法 見つかった
主な病気

胃がん
胃Ⅹ（エックス）線撮影
　造影剤（バリウム）を飲み、検査台を動かして体の向
きを変えながらⅩ線で胃を撮影します。

胃がん・潰
瘍・ポリー
プ

肺がん
胸部Ⅹ線撮影
　Ⅹ線で肺全体を撮影します。必要に応じて喀

かく

痰
たん

検査
をします。

肺がん・肺
結核・肺炎

大腸がん
潜血反応検査便
　２日分の便をとり、大腸の中のがんやポリープから
の血が混じっていないかを調べます。

大腸がん
ポリープ

子宮頸
けい

部が
ん

　子宮頸部や膣
ちつ

部の表面粘膜を専用のブラシなどでこ
すって細胞を採取します。

子宮頸部が
ん

乳がん

・視触診とマンモグラフィ検査（40歳以上68歳以下の偶
数年齢の女性）
・マンモグラフィ検査（41･51･61歳と70歳以上の偶数年
齢の女性） 乳がん

繊維腺腫
乳腺のう胞

視触診…医師が目で乳房を観察してくぼみがないか、
手で触ってしこりがないかなどを観察します。

マンモグラフィ検査…乳房をプラスチックの板ではさ
んで平たくし、乳房専用のＸ線装置で乳房全体を撮
影します。

さぁ、あなたも家族のため、自分のため
に、年に1度、がん検診を受けましょう！

「雁［がん］」と「癌［がん］」を、「検診［けんしん］」
と「（上杉）謙信［けんしん］」をかけています。

◀厚生労働省がん検診イメージキャラクター
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平成24年度　豊岡市消費生活モニターを紹介します
氏名 地域 氏名 地域 氏名 地域 氏名 地域

大植洋代 豊岡 岡田啓子 豊岡 小川多津枝 豊岡 小寺京子 豊岡
小西洋子 豊岡 常田由美子 豊岡 成田由美子 豊岡 眞住泉子 豊岡
奥本志保子 竹野 内海京子 日高 小林律子 日高 中村照子 日高
井戸照代 出石 田邊美穂 出石 間宮真弓 但東

平成23年度　小売価格調査結果のお知らせ
　市では、市民の皆さんの中から「消費生活モニター」を委嘱し、毎月、市内で生活関連商品の小売価
格調査を実施しています。
　下記の表は、平成23年度と平成22年度の小売価格調査結果（一部の商品）を比較したものです。
　また、月々の調査結果は、市ホームページでお知らせしていますので、日常生活の参考にしてくだ
さい。
　毎日の暮らしの中で、消費生活について疑問に思うことがありましたら、気軽にお尋ねください。

《問合せ》生活環境課生活係☎21-9001 

4
月

160

150

140

130

0

（円） レギュラーガソリン（1ℓ）
153 151 150 146 147

154

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

300

250

200

150

0

（円） ホウレン草（通常サイズ・1束）

142

231
253

141

220
172

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

600

550

500

450

0

（円） 牛肉（国産ロース肉スライス・100g）

522
490 482

463

493

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

483

4
月

140

130

120

110

0

（円） 軽油（1ℓ）
132 132 131 129 130

134

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

2,500

2,500

2,100

1,900

1,700

0

（円） うるち米（国内産単一品種・5kg）
2,229 2,183 2,212 2,462 2,335 2,355

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

250

230

210

190

0

（円） 鶏卵（Ｌサイズ10個入りパック詰め）
228 221 220 205 216 210

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

平成22年度 平成23年度 平成23年度県平均

※グラフ中の数値は、平成23年度（奇数月）の金額です。

（地区別：50音順）

豊岡市くらしの相談室は、消費者トラブルの相談窓口です。
「借金の返済でお困りの方」「契約トラブルでお困りの方」「食品や食の安全に疑問がある方」
「携帯電話に身に覚えがない請求がきてお困りの方」「悪質商法に引っ掛かってお困りの方」、
一人で悩んだり、仕方がないと諦める前に「くらしの相談室」に相談してください。

《問合せ》生活環境課生活係「豊岡市くらしの相談室」☎21-9001 
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4
月
の
定
期
募
集
に
引
き
続
き
、

入
居
申
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
申
込
み
を
し
た
方
は
、

5
月
13
日
実
施
済
み
の
公
開
抽
選

会
で
決
定
し
た
待
機
者
名
簿
の
最

後
尾
に
受
付
順
で
登
録
し
、
順
次

案
内
し
ま
す
。

▽
入
居
資
格
・
添
付
書
類　

次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
。

　

た
だ
し
、
誕
生
日
が
昭
和
31
年

4
月
1
日
以
前
の
方
や
障
害
者

な
ど
は
、
条
件
に
よ
り
単
身
入

居
可
能
…
入
居
希
望
者
全
員
の

住
民
票

②
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
の
合
計

収
入
が
基
準
内
で
あ
る
方
…
入

居
希
望
者
全
員
の
所
得
証
明

・
一
般
世
帯　

月
収
15
万
8
千
円

以
下

・
裁
量
階
層
世
帯　

月
収
21
万 

4
千
円
以
下

※
裁
量
階
層
世
帯
と
は
、
高
齢
者

世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
小
学
校

就
学
前
児
童
の
居
る
世
帯
な
ど

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

④
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
…
納
税
証
明（
所
定
用
紙
。

申
込
時
に
配
布
）

⑤
入
居
す
る
方
が
暴
力
団
員
な
ど

で
な
い
方
…
誓
約
書（
所
定
用

紙
。
申
込
時
に
配
布
）

⑥
連
帯
保
証
人
を
準
備
で
き
る
方

※
県
営
住
宅
の
場
合
、
④
の
要
件

は
不
要
で
、
裁
量
階
層
世
帯
も

要
件
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
申
込
時
の
書
類
添
付
も
不

要
で
す
。

▽
申
込
場
所　

建
築
住
宅
課
住
宅

管
理
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
建
築
住
宅

　

課
住
宅
管
理
係
☎
21

9
0
1
8

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
延

び
て
お
り
、
本
格
的
な
高
齢
社
会

に
突
入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
認
知
症
の
方
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
平
成

37
年
に
は
認
知
症
の
高
齢
者
が

3
0
0
万
人
を
超
え
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
か
か
る
一
番
の
要
因

は「
年
を
取
る
こ
と
」で
す
。
85
歳

以
上
の
高
齢
者
の
4
人
に
1
人
が

認
知
症
に
か
か
る
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
認
知
症
は
今
や
と
て
も
身

近
な
病
気
と
い
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
年
を

取
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
む
や
み
に
怖
が
っ

た
り
、
諦
め
た
り
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
正
し
い
知
識
を
も
っ

て
対
処
す
れ
ば
、
Qキュー
Oオー
Lエル（
生
活

の
質
）の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
は
可

能
で
す
。
大
切
な
の
は
、
日
々
の

「
生
活
習
慣
で
の
予
防
」と「
早
期

発
見
・
早
期
治
療
」で
す
。

　

家
族
に
気
に
な
る
症
状
が
現

れ
て
も
、「
き
っ
と
年
の
せ
い
だ
」、

「
病
院
に
連
れ
て
い
く
と
本
人
の

プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
」な
ど
と
思
っ
て
、

病
院
受
診
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
認
知
症
は
、
早
く
発

見
し
、
正
し
く
診
断
さ
れ
る
こ
と

で
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
治
療
可
能
な
認
知
症
で
あ
れ

ば
、
早
期
診
断
に
よ
り
、
予
防
や

症
状
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
早
い
段
階
か
ら
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

介
護
負
担
を
減
ら
す
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
「
い
き
な
り
病
院
に
行
く
の
は

少
し
勇
気
が
い
る
」そ
ん
な
方
で

も
、
気
楽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

人
知
れ
ず
お
悩
み
の
方
や
そ
の
家

族
、
知
人
の
方
、
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
の
お
話

　

①
認
知
症
は
と
て
も
身
近
な
病
気
で
す

　

市
で
は
、医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
の
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ま
ず
認
知
症
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
！

早
期
発
見
が
大
切
な
理
由

〈相談会の年間予定〉

月　日 時　間 会　場

７月４日（水）

13：30～
　15：30

出石健康福祉センター

９月５日（水） 日高健康福祉センター

12月５日（水） 城崎健康福祉センター

平成25年
３月13日（水） 豊岡健康福祉施設

　
　
市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
の
入
居
者
を

　
　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す（
随
時
募
集
）

平成24年度

特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
但
東
地
域
）

の
入
居
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

中
堅
所
得
者
の
た
め
の
公
営
住

宅
で
す
。

▽
入
居
資
格　

市
営
住
宅
の
申
込

み
要
件
と
同
様
で
、
②
の
入
居

者
収
入
基
準
が
月
収
15
万
8
千

円
以
上
48
万
7
千
円
以
下
の
方

▽
募
集
戸
数（
5
月
1
日
現
在
）

・
久
畑
二
ノ
宮　

4
戸

・
小
谷　

2
戸　

・
赤
野　

3
戸

※
詳
細
は
、
3
月
10
日
発
行
の
市

広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
に
は
、
普
段
何
げ
な
く

眺
め
て
い
る
豊
岡
の
景
観（
地
域

環
境
）の
価
値
を
十
分
に
理
解
し
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
を
つ
く
り
、
次
世
代
へ
と

つ
な
ぐ
重
大
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
景
観
法
に
基
づ
き
、

市
全
域
を
対
象
と
し
た「
豊
岡
市

景
観
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
目
的
は
、
市
や
市

民
、
事
業
者
な
ど
が
協
働
し
て
、

・
豊
岡
ら
し
い
景
観
を
守
り
、
育

て
る

・
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
将
来
に

わ
た
っ
て
良
好
な
景
観
の
形
成

を
図
る

・
地
域
環
境
の
向
上
と
地
域
特
性

を
生
か
し
た
魅
力
と
活
力
あ
る

ま
ち
を
実
現
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

■
県
内
最
大
面
積
の
景
観
都
市

　

豊
岡
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
悠

然
と
大
空
を
舞
い
、
低
地
の
田
園

が
広
が
る
豊
岡
盆
地
を
中
心
に
、

そ
の
周
囲
を
来
日
岳
や
床
尾
山
な

ど
の
山
々
が
幾
重
に
も
取
り
囲
み
、

多
く
の
谷
筋
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
を
育
ん
で
い
る
母

な
る
川「
円
山
川
」は
、
市
の
中

央
部
を
南
北
に
ゆ
っ
た
り
と
流

れ
、
西
部
の
清
流「
竹
野
川
」と
と

も
に
日
本
海
に
注
ぎ
込
ん
で
い
ま

す
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
選
定
さ

れ
た
山
陰
海
岸
に
は
、
荒
々
し
く

も
美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
が
連
な

り
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の

地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
海
岸
か
ら
山
奥
ま
で
谷
あ
い

の
山
際
に
数
多
く
の
集
落
が
分
布

し
て
い
る
と
と
も
に
、
中
心
部
に

は
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■
豊
岡
の「
資
産
」

　

悠
久
の
時
を
経
て
形
成
さ
れ
た

豊
岡
固
有
の
地
形
を
基
盤
に
、
四

季
折
々
の
豊
か
な
自
然
の
中
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
は
じ
め
と
し
た
多
様

な
生
き
も
の
と
共
生
し
て
き
た

私
た
ち
の
暮
ら
し（
歴
史
、
伝
統
、

文
化
、
生
業
な
ど
）が
溶
け
込
み
、

〝
豊
岡
、
風
景
の
も
の
が
た
り
〞

と
し
て
豊
岡
ら
し
い
風
景
を
築
き

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
こ
れ
ら
の
大
切
な
資
産
を
未

来
に
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
魅
力
的

で
暮
ら
し
や
す
い
豊
岡
を
創
造
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
良
好
な
景
観
」は
公
共
性
を
有

す
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
資
産

で
あ
る
と
と
も
に
市
民
み
ん
な
の

大
切
な
資
産
な
の
で
す
。

　

情
緒
豊
か
な
城
崎
温
泉
や
出
石

城
下
町
で
は
、
古
い
町
並
み
が
素

晴
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
歴
史
や
生
業
な
ど
地
域
の
個

性
を
受
け
継
い
だ
人
々
が
景
観
の

大
切
さ
に
気
付
き
、
守
り
育
て
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

最
近
よ
く「
景
観
」と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
ま
す
。「
景
観
」と
い
う

と
大
変
難
し
く
感
じ
、「
風
景
」や

「
景
色
」と
い
う
言
葉
の
ほ
う
が
な

じ
み
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
、
川
、
海
、
田
園
、
雪
、
集
落
、

ま
ち
、
暮
ら
し
、
生
業
、
祭
り
な

ど
か
ら
、
皆
さ
ん
が
思
い
描
く
豊

岡
の
風
景
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
見

る
場
所
や
季
節
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
な
風
景
に
姿
を
変
え
ま
す
が
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
は
気
が
付

き
に
く
い
も
の
で
す
。

　

こ
の「
当
た
り
前
の
風
景
」こ
そ

が
、
地
域
の
個
性
で
あ
り
、
私
た

ち
が
大
切
に
守
り
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
「
当
た
り
前
の
風
景
」を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
、
豊
岡
ら●

し●

い●

景
観

を
発
見
す
る
第
一
歩
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

「
豊
岡
市
景
観
計
画
」

策
定
の
目
的

豊
岡
ら●

し●

い●

風
景
と
は
？

景
観
シ
リ
ー
ズ
1

  
〜
豊
岡
市
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
す
〜

▲来日岳から望む豊岡盆地と山並み

▲城崎温泉（一の湯前）

▲出石城下町（大手前通り）

▲田園のコウノトリ
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市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
昨
年
10
月
か
ら「
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
よ
る
見
守
り
活
動
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
各
種
団
体

お
よ
び
生
活
関
連
事
業
者
な
ど
の

協
力
も
得
て
、「
新
聞
や
郵
便
が
た

ま
っ
て
い
る
」「
電
灯
が
つ
き
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
い
る
」な
ど
、
高

齢
者
の「
ち
ょ
っ
と
気
掛
か
り
」な

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
に
、
地
区

の
役
員
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
な

ど
に
情
報
伝
達
し
、
地
域
全
体
で

見
守
り
支
え
合
う
仕
組
み
の
こ
と

で
す
。

　

今
回
、
広
く
市
民
の
方
に
事
業

の
周
知
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う

に
愛
称
を
決
め
、
関
係
協
力
事
業

所
、
機
関
に
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
て
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

市
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
促
進
し
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
補
助
対
象
経
費
変
更
に
伴

い
、
市
の
補
助
対
象
と
な
る
シ
ス
テ

ム
を
補
助
対
象
経
費
1
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
55
万
円
以
下（
税
別
）の

シ
ス
テ
ム
に
変
更
し
ま
し
た
。

▽
対
象　

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会
社

と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る

個
人（
申
込
み
時
点
で
未
着
工

の
方
に
限
り
ま
す
）

▽
補
助
金
額　

太
陽
電
池
出
力
1

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
3
万
円

（
上
限
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
地
域
戦
略

推
進
課
☎
21

9
0
1
2

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
訪
問

販
売
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
増
え
て

い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

・
契
約
の
前
に
契
約
内
容
・
金
額

に
つ
い
て
複
数
の
事
業
者
か
ら

見
積
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
補
助
金
制
度
、
発
電
量
、
売
電

量
の
目
安
な
ど
は
、
自
分
で
も

情
報
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
23
年
度
に
市
補
助
金
を
利

用
し
、
設
置
し
た
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
平
均
価
格
は
1
キ

ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
約
54
万
円

（
既
設
住
宅
）で
し
た
。

・
家
の
規
模
や
家
族
構
成
か
ら
必

要
発
電
量
を
見
極
め
、
家
屋
の

耐
久
性
な
ど
を
考
え
て
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
適

用
さ
れ
、
無
条
件
で
契
約
を
解

除
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
や

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

　

☎
21

9
0
0
1

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
上
に
積
も
っ

た
雪
は
、
気
温
が
上
が
る
と
解
け

は
じ
め
、
少
し
ず
つ
滑
り
落
ち
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は（
気
温
が

低
い
時
な
ど
）大
き
な
雪
の
塊
と

な
っ
て
、
勢
い
よ
く
一
気

に
落
ち
る
時
も
あ
り
、
軒

下
は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
地
球
温
暖
化

等
に
よ
り
天
候
が
不
安
定
で
、
急

に
ゲ
リ
ラ
豪
雪
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
落
雪

対
策
も
考
え
て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

突
然
の
災
害
等
に
よ
り
長
期
間

停
電
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
備
わ
っ
て
い

る
自
立
運
転
機
能
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
電
力
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

接
続
で
き
る
電
気
機
器
の
容
量

は
1
・
5
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
上
限
で
、

夜
間
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
テ

レ
ビ
の
使
用
や
携
帯
電
話
の
充
電

が
可
能
に
な
り
、
情
報
収
集
な
ど

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
て
い
る
家
庭
は
一
度
お
試
し
い

た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

◆
愛
称　

　
「
と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
」

◆
啓
発
グ
ッ
ズ　

・
ポ
ス
タ
ー（
A
2
版
）

・
シ
ー
ル

◆
新
規
関
係
協
力
事
業
所

・
市
内
郵
便
局
株
式
会
社
22
局

（
11
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙

掲
載
分
以
降
の
増
加
分
）

※
今
後
も
随
時
協
力
依
頼
し
、
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

愛
称
は「
と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
」

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
シ
ー
ル
、
ポ
ス
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
関
係
協
力
事
業
所
、
機
関
に
配
布
し
ま
す

　
　 

個
人
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　  

設
置
補
助
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
と
は

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
!!

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
方
法
に

ご
注
意
を
!!

太
陽
光
発
電
の

自
立
運
転
機
能
の
活
用

平成24年度
〈太陽電池出力１キロワット当たり

補助金単価表〉
パネル

施工業者
市外産 市内産

市外業者 30,000円 40,000円
市内業者 40,000円 50,000円
※市内業者による施工および市
内産パネルを使用した場合は、
それぞれ１キロワット当たり
1万円を上乗せ
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《
年
金
の
支
払
い
》

　

2
月
、
4
月
、
6
月
、
8
月
、

10
月
、
12
月
の
年
6
回
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
前
2
カ
月
分（
例
：
6
月

の
支
払
の
場
合
は
4
月
と
5
月
の

2
カ
月
分
）が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
受
給
し
て

い
る
方（
支
給
停

止
中
も
含
む
）に

は
、
6
月
初
旬
〜

中
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら「
年

金
額
改
定
通
知
書
」が
届
き
ま
す

の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
届

か
な
い
方
や
紛
失
し
た
方
は
、
下

記
の
豊
岡
年
金
事
務
所
ま
た
は
年

金
ダ
イ
ヤ
ル
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

現
在
、
未
払
い
の
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
る
の
は
過

去
2
年
分
ま
で
で
す
が
、
10
月
1

日
か
ら
3
年
間
に
限
り
、
過
去
10

年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

平
成
23
年
8
月
10
日
に
公
布
さ
れ

　

老
齢
基
礎
年
金
額
は
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間（
4
8
0

月
）、
全
て
保
険
料
を
納
め
て
い

る
場
合
、
年
額
78
万
6
5
0
0
円

（
月
額
6
万
5
5
4
1
円
）と
な
り

ま
す
。
全
て
保
険
料
を
納
め
て
い

る
場
合
と
は
、
こ
の
40
年
間
が
第

1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
や
、
第
2
号
被
保
険

者
お
よ
び
第
3
号
被
保
険
者
期
間

で
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
・
保
険
料
免
除
期

間
・
合
算
対
象
期
間
を
合
わ
せ
た

期
間
が
、
原
則
25
年
以
上
あ
る
と

65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
保

険
料
を
納
め
て

い
な
い
期
間
や

保
険
料
免
除
期

間
が
あ
る
と
、

そ
の
期
間
に
応

じ
て
減
額
さ
れ

た
年
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
、基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
6
月
9
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
6
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・
25

日
の
月
曜
日
は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
4
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

た
年
金
確
保
支
援

法
に
よ
っ
て
、
時

効
で
納
め
ら
れ
な

く
な
っ
た
一
定
期

間
の
保
険
料
を
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
納
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
特
例
措
置（
後
納
）

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

受
給
資
格
期
間
が
不
足
す
る

方
、
未
納
期
間
が
あ
る
た
め
に
年

金
額
が
少
な
く
な
る
と
お
考
え
の

方
、
施
行
ま
で
期
間
は
あ
り
ま
す

が
、
過
去
の
未
納
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

対
象
者
に
は
、
7
月
末
か
ら
順

次
、
勧
奨
通
知
書
が
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
特
例
期
間

　

10
月
1
日
〜
平
成
27
年
9
月
30

日
▼
後
納
対
象
期
間

　

実
際
に
納
付
す

る
日
か
ら
10
年

以
内（
時
効
と
な
っ
て
い
な
い
2

年
間
を
除
く
）

▼
対
象
者

　

次
の
①
〜
③
で
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
過
去

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
や
未
加

入
期
間
が
あ
る

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
高
齢
任

意
加
入
中
を
含
め
た
①
の
期
間

が
あ
る

③
65
歳
以
上
で
年
金
受
給
資
格
が

な
い
②
の
期
間
が
あ
る

▼
注
意
事
項

・
過
去
3
年
度
以
前
の
後
納
保
険

料
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加

算
額
が
付
き
ま
す
。

・
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、

最
も
古
い
分
か
ら
の
納
付
優
先

と
な
り
ま
す
。

・
一
部
免
除
さ
れ

た
期
間
の
う
ち
、

未
納
と
な
っ
て

い
る
期
間
も
対
象
で
す
。

・
全
額
免
除
や
一
部
免
除（
一
部

納
付
済
）、
若
年
者
納
付
猶
予

お
よ
び
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
対
象
外
で
す
。

納
付
を
希
望
の
場
合
は
、「
追
納

制
度
」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
過
去
2
年
以
内
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
方
は
不
測
の
事
態
が
発
生

し
た
際
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
過

去
2
年
以
内
の
保
険
料
を
先
に

納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
老
齢
基
礎

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

保
険
料
の
納
め
忘
れ
があ

る
方
へ
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間
も
な
く
極
夜（
太
陽
が
沈
ん

だ
状
態
が
続
く
現
象
）に
突
入
し

ま
す
。
4
月
か
ら
は
毎
日
約
10
分
、

日
が
短
く
な
り
、
今（
4
月
25
日
）

は
2
時
間
ほ
ど
し
か
太
陽
が
昇
り

ま
せ
ん
。
予
定
で
は
5
月
31
日
か

ら
40
日
間
、
ま
っ
た
く
太
陽
の
昇

ら
な
い
世
界
を
経
験
し
ま
す
。

　

南
極
で
は
塵ち
り

の
発
生
が
少
な
く
、

空
気
は
と
て
も
澄
ん
で
い
ま
す
。

天
気
の
良
い
日
は
、
山
な
ど
視
界

を
さ
え
ぎ
る
も
の
が
無
い
海
氷
上

で
は
、
今
年
接
岸
で
き
な
か
っ
た

「
し
ら
せ
」の
姿
を
約
20
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
昭
和
基
地
か
ら
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
日

眺
め
て
い

る
4
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

先
の
南
極

大
陸
や
高

い
空
な
ど
、

白
と
青
の

景
色
と
も

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑤
極
夜

し
ば
ら
く
お
別
れ
で
す
。
で
も
、

オ
ー
ロ
ラ
に
た
く
さ
ん
出
会
え
る

楽
し
み
も
あ
り
、
き
れ
い
な
オ
ー

ロ
ラ
撮
影
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
皇
帝
ペ
ン

ギ
ン
の
訪
問
は
見
ら
れ
ず
、
極
夜

が
終
わ
っ
て
か
ら
と
淡
い
期
待
を

持
ち
な
が
ら
、
命
と
向
き
合
う
極

夜
な
ら
で
は
の
野
外
活
動
に
心
を

引
き
締
め
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

̶

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
効
果
は
？

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用
し
た
方
か

ら
は
、
ネ
ギ
の
生
長
が
早
ま
り
収

量
が
多
く
な
っ
た
、
田
ん
ぼ
の
稲

が
倒
れ
に
く
い
、
花
壇
の
花
が
元

気
に
な
っ
た
、
な
ど
の
感
想
を
聞

い
て
い
ま
す
。

̶

環
境
面
で
の
効
果
は
？

　

化
学
肥
料
の
代
わ
り
に
竹
パ
ウ

ダ
ー
が
使
用
さ
れ
れ
ば
、
環
境
へ

の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
は
処
分
・
活
用
が
難

し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
の

結
果
、
竹
が
森
林
へ
侵
入
し
、
竹

林
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二

酸
化
炭
素
貯
蔵
量
の
減
少
、
保
水

力
の
低
下
、
生
物
多
様
性
の
損
失

な
ど
を
招
い
て
い
ま
す
。

̶

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
き
っ
か
け
は
？

　

当
社
は
市
内
で
建
設
業
を
営
ん

で
お
り
、
工
事
で
竹
を
伐
採
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
伐
採
し
た
竹
は
廃
棄
物

と
し
て
処
分
し
て
い
ま
し
た
が
、

も
っ
た
い
な
い
の
で
、
利
用
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
新
聞
で
、
竹
を
粉
状

に
す
る
機
械
が
開
発
さ
れ
た
、
と

の
記
事
を
目
に
し
、
開
発
し
た
会

社
か
ら
機
械
を
借
り
、
竹
パ
ウ
ダ

ー
に
し
て
田
ん
ぼ
や
畑
に
ま
い
て

み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
壌
改

良
な
ど
に
効
果
が
あ
っ
た
の
で
、

竹
の
粉
砕
機
を
購
入
し
、
竹
パ
ウ

ダ
ー
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
⑲

株

式

会

社

谷

垣

組

竹
パ
ウ
ダ
ー
土
壌
改
良
材
の
製
造

企業紹介

　

さ
ら
に
、
放
置
さ
れ
た
竹
林
は
、

里
山
の
景
観
も
損
な
い
ま
す
。
竹

が
放
置
さ
れ
ず
に
利
用
さ
れ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
状
況
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

̶

竹
パ
ウ
ダ
ー
が
使
用
さ
れ
れ
ば
、
環

境
も
経
済
も
良
く
な
り
ま
す
か
？

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
製
造
事
業
は
利
益

率
は
高
く
な
い
で
す
が
、
持
続
可

能
な
事
業
で
す
。
ま
た
、
安
全
・

安
心
な
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の

資
材
で
あ
り
、
豊
か
な
環
境
作
り

に
貢
献
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

̶

原
料
の
調
達
は
？

　

竹
は
か
さ
ば
り
、
た
く
さ
ん
保

管
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
は
自

社
の
工
事
現
場
か
ら
持
ち
帰
っ
た

竹
だ
け
を
加
工
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
在
庫
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

他
社
や
個
人
が
伐
採
さ
れ
た
竹
を

取
り
に
行
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

̶

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
販
売
は
？

　

自
社
を
中
心
に
、
一
袋（
5
キ

ロ
グ
ラ
ム
）8
0
0
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
に
他
の
成
分
を
加

え
た
商
品
、
消
臭
な
ど
他
の
特
徴

を
生
か
し
た
商
品
を
開
発
し
、
新

た
な
収
益
源
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
54

0
2
1
6

▲寄せ書き応援フラッグと宮下隊員

▲昭和基地から見た夕日

▲化学肥料の代わりに竹
パウダーを使用した農地

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5

▲竹パウダー



〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

平
成
19
年
7
月
、
国
内
の
自
然

界
で
46
年
ぶ
り
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

ひ
な
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
巣

立
ち
映
像
と
と
も
に
普
天
間
か
お

り
さ
ん
の
曲「
守
り
た
い
も
の
」が

流
れ
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
名
曲
に
、
ユ
ニ
セ
フ
の
絵
は
が

き
な
ど
を
手
掛
け
た
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
牛
嶋
浩
美
さ
ん
の
絵
を
合

わ
せ
た
Ｃ
Ｄ
付
き
の
絵
本『
守
り

た
い
も
の
』が
、
昨
年
10
月
に
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

4
月
24
日
、
普
天
間
さ
ん
と
牛

嶋
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
中
貝

市
長
に
絵
本
で
使
用
し
た
原
画
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

〜
絵
本
で
使
用
し
た
原
画
の
寄
贈
〜

普
天
間
か
お
り
さ
ん
ら
が
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た

市
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
さ
れ
た
委
員（
敬
称
略
）

  

「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」は
、平
成

22
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人

環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構（
東

京
都
）の
協
力
を
得
て
制
作
し
、F
M

ジ
ャ
ン
グ
ル
や
防
災
行
政
無
線
で
放

送
し
た
防
災
啓
発
番
組
で
す
。こ
れ

は
、災
害
に
関
連
す
る
各
分
野
の
専

門
家
な
ど
が
、防
災
に
つい
て
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
る
番
組
で
し
た
。

　
こ
の
た
び
、こ
の
番
組
内
容
を
基

に
編
集
・
制
作
さ
れ
た
書
籍（
フ

ル
カ
ラ
ー
A
5
サ
イ
ズ
2
5
0
ペ

ー
ジ
）が
同
法
人
か
ら
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
本
を
全
区
に
配

布
す
る
な
ど
、
防
災
啓
発
に
役
立

て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
正
14
年
5
月
23
日
に

発
生
し
た
北
但
大
震
災
か
ら
今
年

で
87
年
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
後
世
の
防
災
・
減
災
対
策
に

生
か
す
た
め
、
北
但
大
震
災
メ
モ

リ
ア
ル
事
業
を
5
月
19
日
、
出
石

文
化
会
館「
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
」で
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
出
石
町
在
住
の
中
村

英
夫
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
北
但

大
震
災
〜
過
去
最
大
の
惨
害
か
ら

学
ぶ
こ
と
」と
題
し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
、
震

災
後
の
絵
は
が
き
・
報
道
・
調
査

報
告
書
な
ど
の
写
真
3
0
0
枚
以

上
を
写
し
な
が
ら
、「
北
但
大
震

災
」の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
震

災
写
真
展
を
行
い
、
豊
岡
の
大
火

災
の
様
子
、
倒
壊
家
屋
や
避
難
者
、

震
災
後
の
城
崎
温
泉
の
写
真
な
ど

約
60
点
を
展
示
し
、
紹
介
し
ま
し

た
。

〜
日
頃
か
ら
防
災
の
心
構
え
〜「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」

書
籍
版
発
刊
＆
北
但
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
開
催

　

市
は
、
平
成
23
年
3
月
の
東
日

本
大
震
災
に
際
し
、
宮
城
県
の
自

治
体（
石
巻
市
、
大
崎
市
、
気
仙

沼
市
、
多
賀
城
市
、
登
米
市
、
美

里
町
、
山
元
町
、
南
三
陸
町
な
ど
）

に
対
し
て
、
救
助
捜
索
活
動
や
給

水
支
援
、
行
政
事
務
支
援
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
被
災
者
の
心
の
支
え

と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

各
団
体
か
ら
提
供
さ
れ
た
物
資

（
野
菜
、米
、パ
ン
、水
、粉
ミ
ル
ク
、

紙
お
む
つ
、か
ば
ん
、灯
油
な
ど
）

も
届
け
ま

し
た
。

　

こ
の
支

援
に
対
し

て
、
宮
城

県
の
村
井

嘉
浩
知
事

か
ら
本
市

に
感
謝
状

が
届
き
ま

し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
支
援
に
対
し
て

宮
城
県
か
ら
感
謝
状
が
届
き
ま
し
た

▲

宮
城
県
か
ら
の
感
謝
状

▲中貝市長（中央）に絵本の原画を贈呈
した普天間かおりさん（左）と牛嶋浩
美さん（右）

▲冊子は全てＱ＆Ａ方式で分
かりやすい

【
4
月
】

11
日
・
市
政
懇
談
会
（
出
石
、
12

日
・
日
高
、
16
日
・
城
崎
、

　
　
　

17
日
・
竹
野
、
24
日
・
但

東
、
5
月
7
日
・
豊
岡
）

14
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の

　
　
　

取
組
み
象
徴
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
お
披
露
目
式

19
日
・
ア
メ
リ
カ
シ
ア
ト
ル
市
ウ
ィ

ッ
ト
マ
ン
中
学
校
国
際
交

流
体
験
学
習
使
節
団
来
訪

（
〜
24
日
）

27
日
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
Cコ
Oッ
Pプ

　
10
決
テ
ン

議
文
Ⅹ
―

31
履
行
と

水
田
の
生
物
多
様
性
増
進

の
た
め
の
韓
・
日
自
治
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
参
加

（
韓
国
、
〜
5
月
1
日
）

【
5
月
】

10
日
・「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺

水
田
」が
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
の
新
規
登
録
候
補

地
に
決
定

11
日
・
水
道
ま
つ
り

▲友田千織

【教育委員会委員】
（任期 4年）
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慶キ
ョ
ン

尚サ
ン

南ナ
ム

道ド

ラ
ム
サ
ー
ル
財
団
の

招
き
で
、
佐
渡
、
大
崎
の
方
た
ち

と
一
緒
に
韓
国
チ
ャ
ン
ニ
ョ
ン
郡

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
関
係
者
と

湿
地
と
し
て
の
水
田
の
保
全
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
い
う
試
み
で

す
。

　

4
月
29
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

佐
渡
の
甲
斐
市
長
が
ト
キ
の
ひ
な

誕
生
の
映
像
を
流
す
と
、
会
場
に

大
き
な
拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。

　

実
は
出
発
前
、
ひ
な
誕
生
の
ニ

ュ
ー
ス
を
知
っ
て
、
前
市
長
の
高

野
さ
ん
に
お
祝
い
の
電
話
を
入
れ

ま
し
た
。
引
退
直
後
の
朗
報
で
し

た
。「
任
期
中
な
ら
も
っ
と
良
か
っ

た
で
し
ょ
う
が
」「
い
え
、
発
見
は

昨
日
で
す
が
、
生
ま
れ
た
の
は
1

週
間
ほ
ど
前
で
す
か
ら
」「
じ
ゃ
あ
、

ぎ
り
ぎ
り
セ
ー
フ
で
す
ね
」

　

野
生
復
帰
を
進
め
て
き
た
者
同

士
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

チ
ャ
ン
ニ
ョ
ン
郡
で
は
、
ト

キ
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
以

前
、
学
生
た
ち
を
中
心
に
中
国
の

ト
キ
に
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
送
る
運
動

が
起
き
、
7
万
人
の
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
中
国
最
高
指

導
者
の
胡コ

錦キ
ン

濤ト
ウ

氏
の
耳
に
入
り
、

2
0
0
8
年
、
2
羽
の
ト
キ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
同
年
韓
国
で
開
催

さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
Cコ
Oッ
Pプ

　
10
に
テ
ン

参
加
し
た
際
、
招
か
れ
て
飼

育
場
を
訪
れ
、
モ
ニ
タ
ー
越
し
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
韓
国

の
ト
キ
を
見
た
最
初
の
外
国
人
に

な
り
ま
し
た
。
ト
キ
は
今
、
15
羽

に
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

豊
岡
か
ら
は
、
私
の
ほ
か
に
岡

治お
さ
む

さ
ん
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
打
ち
上
げ
の
夜
、

ス
ピ
ー
チ
を
促
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
水
田
は
水
を
た
め
ま
す
。
た

ま
っ
た
水
は
地
下
に
滲し

み
込
み
、

や
が
て
地
下
水
と
な
り
、
韓
国
の

皆
さ
ん
と
私
た
ち
は
、
そ
の
地
下

水
脈
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

後
で
、
同
行
し
て
い
た
市
の
職

員
か
ら
聞
き
ま
し
た
。「
3
人
並
ん

で
い
た
韓
国
の
女
性
が
、
地
下
水

脈
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、

涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

見
て
船
越
君（
コ
ウ
ノ
ト
リ
飼
育

員
）も
泣
い
て
い
ま
し
た
」

　

水
田
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
ト
キ
が

日
本
と
韓
国
の
つ
な
が
り
を
強
め

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

4
月
22
日
、
新
潟
県
佐
渡
市
で

放
鳥
ト
キ
の
ペ
ア
か
ら
ひ
な
が
誕

生
し
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
、
中
貝
市
長
か
ら
甲か

斐い

元も
と

也な
り

佐

渡
市
長

へ
祝
電

を
送
付

し
ま
し

た
。

　

今
回

の
ニ
ュ

ー
ス
は
、

地
元
の

方
た
ち
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た

朗
報
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

　
「
豊
岡
の
人
」（
豊
岡
で
暮
ら
す

人
や
働
く
人
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
た
番
組
が
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
で

5
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

番
組
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
Ｆ

Ｍ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送「
サ

イ
マ
ル
ラ
ジ
オ
」で
提
供
す
る

他
、
新
た
に
動
画
配
信
サ
イ
ト
の

U

ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム

ST
REA

M

やY

ユ

ー

O
U
 T

チ
ュ
ー
ブ

U
BE

で

も
配
信
し
ま
す
。

《
放
送
メ
デ
ィ
ア
お
よ
び
日
時
》

①
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル

・
毎
月
第
4
火
曜
日
午
後
1
時
〜

・
再
放
送
…
第
4
木
曜
日
午
後
8

　

時
〜
、
第
4
土
曜
日
午
後
8
時

　

30
分
〜

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送「
サ
イ

　

マ
ル
ラ
ジ
オ
」

・
放
送
日
時
は
、
①
に
同
じ

・
配
信
サ
イ
ト
U
R
L　

　

http://w
w
w
.sim
ulradio.jp

　

/#kinki

〜
ラ
ジ
オ
に
加
え
、動
画
で
も
配
信
〜

Ｆ
Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
新
番
組「
と
よ
お
か
！
こ
ん
な
人
お
ん
な
る
で
‼
」ス
タ
ー
ト

お
め
で
と
う
ト
キ
！
〜
野
外
で
待
望
の
ひ
な
が
誕
生
〜

中
貝
市
長
か
ら
祝
電
を
送
り
ま
し
た

③U
ST
REA

M

　

※
ラ
イ
ブ
配
信

・
毎
月
第
2
木
曜
日
午
後
8
時
〜

・
配
信
サ
イ
ト
U
R
L　

　

http://w
w
w
.ustream

.tv/

　

channel/toyooka-konnahito

④Y
O
U
 T
U
BE

・
③
を
編
集
し
て
翌
月
上
旬
か
ら

　

配
信
開
始

・
配
信
サ
イ
ト
U
R
L　

　

http://w
w
w
.youtube.com

/

　

user/FM
JU
N
GLE

同
様
の
取
組
み
を
続
け
て
い
る
本

市
を
も
勇
気
づ
け
る
出
来
事
で
す
。

▲豊岡でもコウノトリのひながスクスクと

韓
国
へ
の
旅（
１
）

55

《
送
付
し
た
祝
電
》

　

新
し
い
い
の
ち
の
誕
生
を
心
よ

り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

長
い
絶
望
の
時
を
耐
え
抜
い
て

到
達
さ
れ
た
快
挙
で
、
人
と
ト
キ

の
歴
史
に
新
た
な
1
ペ
ー
ジ
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
命
を
懸
命
に
守
ろ
う
と

す
る
親
鳥
た
ち
。
佐
渡
の
皆
さ
ん

も
同
じ
思
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ト
キ
が
舞
い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

舞
う
豊
か
な
日
本
再
生
へ
の
大
き

な
一
歩
で
す
。

　

佐
渡
の
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で
の

ご
苦
労
と
高
い
志
に
心
か
ら
の
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
歩
ず
つ
、
一
歩

ず
つ
、
共
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

野
生
の
厳
し
さ
に
打
ち
勝
ち
ひ

な
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
き
ま

す
よ
う
に「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と

舞
う 

ふ
る
さ
と
」豊
岡
か
ら
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。
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城
崎
温
泉
ま
つ
り

湯
に
つ
か
っ
て
、ほ
っ
こ
り　

先
人
に
感
謝

城 崎城 崎

竹
野
認
定
こ
ど
も
園「
交
通
安
全
教
室
」

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

竹 野竹 野

北
但
大
震
災
復
興
建
築
再
生

昭
和
初
期
の
不
思
議
な
和
洋
折
衷
建
物
が

息
を
吹
き
返
す
！

豊 岡豊 岡

▲古典行列にカメラを向ける観光客の姿も

　
「
旧
但
馬
貯
蓄
銀
行（
元
町
）」と
し
て
建
て
ら
れ
、

約
35
年
間
空
い
て
い
た
北
但
大
震
災
復
興
建
築
が
、

4
月
29
日
、
診
療
所
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
再
生
し

ま
し
た
。
管
理
し
て
い
た
市
内
の
不
動
産
会
社
社
長

が
、
1
階
で
の
精
神
科
診
療
所
開
設
を
機
に
、
2
階

を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
に
一
役
買

お
う
と
考
え
実
現
し
ま
し
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
豊
岡
出
身
の
美
術
作
家

KけE
ｉい

KこO
萬ば
ん

桂け
い

さ
ん
の
個
展「
胡こ

蝶ち
ょ
う

の
ゆ
め
‐

K
E
i
K
O
萬
桂
の
世
界
」を
開
催
。
萬
桂
さ
ん
は

「
私
の
曽
祖
父
は
北
但
大
震
災
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
復
興
建
築
に
息
を
吹
き
込
む
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

招
か
れ
、
運
命
を
感
じ
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
23
・
24
日
の
2
日
間
、
城
崎
温
泉
ま
つ
り
が

城
崎
温
泉
街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、

7
2
0
年
に
城
崎
温
泉
を
開
い
た
道ど
う

智ち

上し
ょ
う

人に
ん

へ
感
謝

を
捧
げ
る
開か
い

山さ
ん

忌き

を
由
来
と
し
て
い
ま
す
。

　

23
日
は
、
神
話
の
神
様
や
随
身
な
ど
に
扮
し
た
約

50
人
の
古
典
行
列
が
、
温
泉
の
守
護
神
・
湯ゆ

山や
ま

主ぬ
し
の

神か
み

を
祭
る
四し

所し
ょ

神
社
か
ら
出
発
し
、
各
外
湯
を
回
り
ま

し
た
。
露
店
も
並
び
、
夜
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
24
日
は
、
稚
児
行
列
や
温
泉
寺
で
の
道
智

上
人
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
間
三
つ
の
外
湯
は
無
料
開
放
。
桜
の
花
び
ら

が
大お
お

谿た
に

川
を
染
め
、
ま
つ
り
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。　

5
月
14
日
、
竹
野
認
定
こ
ど
も
園（
竹
野
町
須
谷
）

で
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
先
生
か
ら「
他
の
地
域
で
、
児
童
が
通
学

途
中
に
車
に
ひ
か
れ
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
た
め
、
し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル

を
学
び
ま
し
ょ
う
」と
話
が
あ
り
、
園
舎
内
で
交
通

ル
ー
ル
の
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、
園
庭
で
豊
岡
北
警
察

署
員
の
指
導
の
下
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
車
の
死

角
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
が
白
バ
イ

の
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
指
差
し
、「
こ
れ
は
何
で
す
か
」

と
聞
く
と
、
警
察
署
員
は「
こ
の
鏡
は
バ
ッ
ク
ミ
ラ

ー
と
い
っ
て
、
後
ろ
の
車
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に

あ
る
ん
だ
よ
」と
優
し
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

▲ギャラリーで開催された展覧会と市民グループによる
ミニコンサートの共演

▲パトカーの助手席に座り、サイドミラーでは見えな
い「死角」を学ぶ園児たち
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高こ
う

龍り
ゅ
う

寺じ

ケが

岳だ
け

春
色
登
山

爽
や
か
な
春
の
一
日

 

登
山
と
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
と
‼

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲八
はっ
反
たん
滝
のたき
の前で休憩。この日は雪解けの影響で水量が多

く、マイナスイオンでリフレッシュ！

　

4
月
29
日
、清
滝
地
区
公
民
館（
日
高
町
山
宮
）を
発

着
点
と
し
た
、神
鍋
溶
岩
流
ジ
オ
ウ
ォ
ー
ク
2
0
1 

2（
兵
庫
・
神
鍋
高
原
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
約
2
0
0
人
の
参
加
者

が
溶
岩
流（
溶
岩
の
作
り
出
し
た
独
特
な
景
観
）を
楽

し
み
な
が
ら
稲い
な

葉ん
ば

川
沿
い
な
ど
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

少
し
汗
ば
む
陽
気
の
中
、
参
加
者
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
お
気
に
入
り
ポ
イ
ン
ト
で
記

念
撮
影
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

家
族
と
友
人
で
参
加
し
た
高
崎
香か
お

里り

さ
ん（
神
戸

市
）は「
道
中
の
花
が
美
し
く
、
川
の
水
が
き
れ
い
で

冷
た
く
て
、
気
持
ち
良
く
散
策
で
き
ま
し
た
」と
疲

れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

▲標高697メートルの高龍寺ヶ岳山頂はすがすがしい！

　

4
月
30
日
、
た
ん
た
ん
温
泉（
但
東
町
坂
野
）主
催

の
高
龍
寺
ヶ
岳
春
色
登
山
が
開
催
さ
れ
、
約
1
3
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
龍
寺
ケ
岳
は
、
老
い
も
若
き
も
、
登
山
者
に
人

気
の
山
で
す
。
参
加
者
は
入
浴
券
と
飲
み
物
を
受
け

取
り
、
登
山
口
か
ら
入
山
し
ま
す
。
山
頂
入
口
辺
り

か
ら
は
傾
斜
も
急
で
、
息
も
切
れ
切
れ
に
な
り
つ
つ

も
、
山
頂
で「
登
山
記
念
プ
レ
ー
ト
」を
手
渡
さ
れ
る

と
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
壮
大
な
景
色
を
眼

下
に
お
弁
当
を
楽
し
む
家
族
や
団
体
の
姿
も
…
。

　

た
ん
た
ん
温
泉
で
は「
登
山
後
に
は
温
泉
に
入
っ

て
、
疲
れ
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
、
参
加
者
に

笑
顔
で
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

出
石
高
等
学
校
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
店

高
校
生
パ
ワ
ー
で
ま
ち
を
元
気
に

観
光
客
も
お
も
て
な
し

出 石出 石
　

出
石
高
等
学
校
の
文
化
部
員
ら
が
、
昨
年
の
11
月

か
ら
毎
月
1
回（
主
に
第
2
土
･
日
曜
日
）出
石
の
中

心
街
で
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
同
校
が
取
り
組
む
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
で
、
書
道
や
美
術
、
陶
芸
部
の
作
品
を
展
示
し
、

茶
道
部
が
抹
茶
を
た
て
て
観
光
客
ら
を
も
て
な
し
ま

す
。
茶
菓
子
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
か
ら
購
入
す
る

な
ど
、
被
災
地
支
援
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

茶
道
部
部
長
の
大
田
美み

祈き

子こ

さ
ん（
3
年
）は「
活

動
の
場
が
広
が
り
う
れ
し
い
。
観
光
客
か
ら
学
ぶ

こ
と
も
多
く
、
い
い
経
験
に
な
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

開
店
の
た
び
に
訪
れ
る
地
元
の
方
も
あ
る
な
ど
、
地

域
応
援
団
の
温
か
い
支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲今月初めて実施した似顔絵コーナーが好評！
　次回は、６月２日（土）・３日（日）に開店予定

神
鍋
溶
岩
流
ジ
オ
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
２

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
溶
岩
流
と

清
流
の
共
演
に
心
癒
さ
れ
て
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豊
岡
と
か
ば
ん
へ
の
愛
情
が
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
る
…
。

世
界
有
数
の
賞
を
手
に
し
て
、な
お
進
化
を
続
け
る
元
気
な

男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

由
利
佳
一
郎
さ
ん（
49
歳
）中
央
町

か
ば
ん
と
共
に
進
化
を
続
け
る
元
気
人　

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

ミペル ･バッグ ･ショ－で高い評価を得た
レディースバッグ

沖縄（石垣島）で開催されたファッション
ショーに参加

ー
ダ
レ
ス
バ
ッ
グ
」。ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
が
縦
に
入
る「
F
」サ
イ
ズ
を

基
準
に
制
作
。
こ
の
時
点
で
他
の

か
ば
ん
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
ま

し
た
。「
商
社
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
経
験
、3
D
C
G
の
技
術
が

役
に
立
ち
ま
し
た
」と
笑
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
か
ら
フ
ァッ
シ
ョ
ン

そ
し
て
モ
ー
ド
へ

　

平
成
21
年
に
、
ド
イ
ツ
の
工
業

デ
ザ
イ
ン
界
の
オ
ス
カ
ー
と
い
わ

れ
る「
iF
デ
ザ
イ
ン
賞
」を
日
本
の

バ
ッ
グ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
初
め
て

受
賞
。
平
成
22
年
か
ら
2
年
連
続

フ
ラ
ン
ス
の
見
本
市
会
場
で
開
催

さ
れ
た「
メ
ゾ
ン
･
エ
･
オ
ブ
ジ

ェ
」に
出
展
し
ま
し
た
。「
こ
れ
か

ら
は
、
服
に
合
わ
せ
て
か
ば
ん
を

選
ぶ
の
で
は
な
く
、
か
ば
ん
に
合

わ
せ
た
ス
タ
イ
リ
ン
グ
を
提
案
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
次
の
狙
い

は
パ
リ
コ
レ
で
す
」と
自
信
を
の

ぞ
か
せ
ま
す
。

　

海
外
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
O
E
M

依
頼
も
あ
る
と
か
。「
よ
り
消
費
者

に
近
い
、
顔
の
見
え
る
産
地
に
し

た
い
で
す
ね
。
他
の
地
で
作
っ
た

り
売
っ
た
り
せ
ず
、
豊
岡
に
買
い

に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
」。　

　

世
界
が
認
め
る
豊
岡
の
技
術
と

伝
統
。
由
利
さ
ん
の
手
で
、
さ
ら

に
進
化
を
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ミペル･バッグ･ショーのブース

も
風
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

Ｃ
Ｇ
か
ら
か
ば
ん
業
界
へ

　

由
利
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、

東
京
の
商
社
に
勤
め
、流
通
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
び
ま
し
た
。そ
の

後
、商
社
を
辞
め
て
コ
ン
ピュー
タ
ー

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク（
C
G
）関
連
の
会

社
を
設
立
し
ま
し
た
。「
仕
事
が

軌
道
に
乗
っ
て
き
た
平
成
17
年
ご

ろ
、『
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
も
の
づ

く
り
』と
考
え
る
父
か
ら
、
豊
岡

に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
年
齢
的
に
も
今
が
、
か

ば
ん
の
世
界
に
入
る
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
か
な
…
と
思
い
ま
し
た
ね
」

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド

「
ア
ー
ト
フ
ィ
ア
ー
」の
誕
生

　

か
ば
ん
に
つ
い
て
は
全
く
の
素

人
だ
っ
た
由
利
さ
ん
。
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
り
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。「
豊
岡
は

O
E
M
中
心
で
し
た
の
で
、
か
ば

ん
作
り
の
技
術
は
あ
っ
て
も
自
分

た
ち
で
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
と
い
う

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
ど
こ
を
狙
え
ば
認
知
度
が

上
が
る
か
を
考
え
、
画
材
か
ば

ん
類
の
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
性
が
未

開
発
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が
由
利

さ
ん
の
代
名
詞
と
も
言
え
る「
ニュ

　

日
本
製
か
ば
ん
の
一
大
産
地
、

豊
岡
市
。
こ
の
豊
岡
か
ら
世
界
へ
、

か
ば
ん
と
共
に
そ
の
名
を
轟
か
せ

て
い
る
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ

ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
由
利
佳
一

郎
さ
ん
。

豊
岡
の
か
ば
ん
が
世
界
一
に

　

由
利
さ
ん
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ

ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
規

模
の
か
ば
ん
見
本
市「
ミ
ペ
ル
･

バ
ッ
グ
･
シ
ョ
ー
」の
ス
タ
イ
ル

&
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
最
高

賞
の
ミ
ペ
ル
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し

ま
し
た
。
初
出
展
で
受
賞
の
快
挙

に「
革
新
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
中
に
和

の
テ
イ
ス
ト
を
取
り
入
れ
た
レ
デ

ィ
ー
ス
バ
ッ
グ
が
高
く
評
価
さ
れ
、

感
激
で
す
」と
喜
び
を
語
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｖ
Ｅ（
カ
ー
ブ
）

　

こ
の
シ
ョ
ー
に
は
イ
タ
リ
ア
を

中
心
に
世
界
の
約
4
0
0
社
が
出

展
し
て
い
ま
す
。
由
利
さ
ん
は
、

日
本
皮
革
産
業
連
合
会
の
推
薦
で

日
本
ブ
ー
ス
に
出
展
。「
豊
岡
の
か

ば
ん
は
紳
士
用
が
中
心
。
で
も
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
一
番
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
女
性
で
す
。
今
回
挑
戦

し
た
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ッ
グ
は
、
オ

ー
ル
皮
革
で
や
わ
ら
か
く
、
カ
ー

ブ（
曲
線
）で
仕
上
げ
ま
し
た
。
内

側
は
巾
着
状
で
、
生
地
に
は
京
都

の
西
陣
織
を
使
用
、
ひ
も
は
帯
ひ

※マーケティング…企業が製品やサービスを顧客に向けて流通させることに関係した一連の体系的市場志向活動
※ＯＥＭ…他社ブランドの製品を製造すること　※３Ｄ…３次元 広報とよおか　2012.5.25 24



パ
ワ
フ
ル
に
楽
し
ん
で
い
ま
す

　

倶く

楽ら

部ぶ

１い
ち

０ま
る

３さ
ん（
城
崎
）

豊
岡
南
中
学
校（
豊
岡
）

案
内
者　

平ひ
ら

野の

宗そ
う

太た

朗ろ
う

く
ん（
３
年
４
組
）

学
校
探
検
　 

①

　

豊
岡
南
中
学
校
の
在
校
生
は

5
8
5
人
で
す
。
校
門
を
く
ぐ
る

と
左
手
に
卒
業
生
が
植
え
育
て
て

き
た「
同
窓
の
森
」が
あ
り
ま
す
。

今
で
は
、木
も
大
き
く
育
ち
、
地

域
の
方
の

憩
い
の
場

に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

同
校
に

通
う
生
徒

会
長
の
平

野
宗
太
朗

く
ん
は
、

陸
上
部
に
所
属
し
、
長
距
離
を
専

門
に
、
日
々
、
走
り
込
み
の
練
習

を
続
け
て
い
ま
す
。「
記
録
会
で
良

い
タ
イ
ム
が
出
る
と
自
分
の
力
が

つ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
楽

し
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

今
回
は
、
長
距
離
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
も
活
躍
す
る
平
野
く
ん
に
豊

岡
南
中
学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

豊
岡
南
中
学
校
で
は
、
特
徴
あ

る
取
組
み
が
三
つ
あ
り
ま
す
。「
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、「
あ
い
さ
つ

立
番
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
」で
す
。

　
「
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」で
は
、

柳
ま
つ
り
後
の
周
辺
の
ご
み
拾
い

と
定
期
的
に
学
校
周
辺
の
ご
み
拾

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
掃
除
を
す

る
と
、
学
校
が
き
れ
い
に
な
っ
て

と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
立
番
」は
、
そ
の
日

の
当
番
の
ク
ラ
ス
の
学
級
委
員
長

と
副
委
員
長
が
学
校
昇
降
口
に
立

ち
、
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
す
。
朝

早
く
家
を
出
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
大
変
で
す
が
、「
あ
い
さ
つ
を

増
や
し
て
い
こ
う
」と
い
う
思
い

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
」は
、
プ
ル

タ
ブ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
、

ベ
ル
マ
ー
ク
の
三
つ
を
集
め
る
予

定
で
す
。
今
年
は
、
特
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
に
力
を

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
集

め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を

関
係
団
体
に
送
り
、
ワ
ク
チ
ン
購

入
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
い
ま

す
。
キ
ャ
ッ
プ
の
こ
と
を
い
つ
も

意
識
し
て
い
る
と
集
め
ら
れ
ま
す

し
、
昨
年
は
家
族
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
集
ま

る
と
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
を
再
認
識
す
る
機

会
と
し
て
毎
月「
6
」の
付
く
日
の

う
ち
の
1
日
を「
安
全
の
日
」と
設

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
地

域
の
方
々
に
通
学
路
の
要
所
に
立

っ
て
も
ら
い
、
見
守
り
活
動
・
あ

い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
僕
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の

取
組
み
だ
け
で
な
く
、
授
業
や
部

活
動
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

倶
楽
部
1
0
3
は
、
ダ
ン
ス
部
、

よ
さ
こ
い
部
、
ス
ポ
ー
ツ
部
の
3

種
の
部
が
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
今
西
美
雪
さ
ん

と
森
田
智と
も

子こ

さ
ん
が
、ダ
ン
ス
を
や

り
た
い
と
、平
成
19
年
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。ク
ラ
ブ
名
に

も
2
人
の
名
前（
1

　
0
＝
智
子
さ
ん
の

「
と
」、
3
＝
美
雪
さ

ん
の「
み
」）が
入
っ

て
い
ま
す
。
翌
年
に

は
、「
よ
さ
こ
い
も

や
っ
て
く
れ
な
い

か
」と
の
要
望
に
応

え
て
、
よ
さ
こ
い
部

を
増
設
。

　

現
在
は
、
原
則
、

ダ
ン
ス
部
の
活
動
が
、

日
・
水
曜
日
、
よ
さ

こ
い
部
は
月
・
金
曜

日
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
部
は
主
に
二

つ
の
部
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
冬
季

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
11
人
だ
っ
た
会
員
も
現
在

は
約
30
人
に
増
え
、
小
学
1
年
生

か
ら
40
代
後
半
ま
で
と
幅
広
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

森
田
さ
ん
は「
き
ち
ん
と
踊
る

と
カ
ッ
コ
良
く
て
、
親
子
で
も
踊

れ
て
楽
し
い
で
す
」と
魅
力
を
語

り
ま
す
。

　

4
月
25
日
夜
、
城
崎
小
学
校
の

体
育
館
で
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
音

楽
が
流
れ
、「
見
て

ぇ
な
ダ
ン
ス
」の
本

番
を
控
え
、
弾
け
る

よ
う
な
ダ
ン
ス
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
1
年
生
の
会

員
は
5
人
い
ま
す
が
、

こ
の
日
参
加
し
て
い

た
岸
本
陽ひ

菜な

乃の

さ
ん
、

谷
口
も
も
こ
さ
ん
、

田
中
莉
子
さ
ん
の
3

人
は「
気
分
が
良
く

な
い
時
も
ダ
ン
ス
を

踊
っ
て
い
る
と
楽
し

く
な
る
」と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
部
は
平
成
22
年
か
ら

開
催
の「
城
崎
で
!!
よ
さ
こ
い
と

か
祭
」で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
・
入
会
歓
迎
で
す
。
希
望

者
は
森
田
さ
ん
ま
で
。
☎
0
9
0

2
1
9
9

6
8
7
6

▲校舎（右）と同窓の森（左）

▲部活動の様子

▲本番で躍動するダンスを披露

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
編
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
38

〜
訪
問
販
売
契
約
に
つ
い
て
〜

だ
さ
い
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
豊
岡
市

く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

「
は
が
き
」の
書
き
方

▽
注
意
事
項

　

送
付
前
に
両
面
コ
ピ
ー
を
取
っ

て
、
保
管
し
、
特
定
記
録
郵
便
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

訪
問
販
売
は
、
無
店
舗
販
売
の

一
種
で
、
販
売
業
者
の
セ
ー
ル
ス

マ
ン
が
、
通
常
の
店
舗
以
外
の
場

所（
消
費
者
宅
な
ど
）で
商
品（
権

利
・
役
務
を
含
む
）の
販
売
活
動

を
行
う
も
の
で
す
。
不
意
打
ち
の

セ
ー
ル
ス
の
た
め
に
、
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

訪
問
販
売
の
規
制
に
つ
い
て

　

訪
問
販
売
は
消
費
者
宅
な
ど
の

閉
鎖
的
な
場
所
で
の
取
り
引
き
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
に
、
販
売
業
者
に

は
次
の
よ
う
な
規
制
が
あ
り
ま
す
。

໐
訪
問
販
売
を
す
る
場
合
に
は
、

ま
ず
氏
名
、
業
者
名
、
訪
問
目

的
を
明
示
す
る
こ
と

໐
断
っ
た
後
の
再
勧
誘
の
禁
止

໐
消
費
者
か
ら
申
込
み
を
受
け
た

り
、
消
費
者
と
契
約
し
た
場
合
、

そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書

面
を
交
付
す
る
こ
と

໐
契
約
書
面
に
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
に
つ
い

て
の
説
明
を
記

載
す
る
こ
と

໐
不
当
な
勧
誘
行
為
や
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
妨
害
の
禁
止

໐
過
量
販
売（
注
）の
禁
止　

な
ど

（
注
）過
量
販
売
…
日
常
生
活
に
、

通
常
必
要
と
さ
れ
る
分
量
を
著
し

く
超
え
る
量
の
販
売
を
行
う
こ
と
。

過
量
販
売
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
場

合
、
契
約
後
1
年
以
内
で
あ
れ
ば

契
約
を
解
除
で
き
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

　

文
字
ど
お
り
、「
頭
を
冷
や
し
て

考
え
直
す
期
間
を
確
保
す
る
」た

め
の
制
度
で
す
。
契
約
書
が
消
費

者
に
交
付
さ
れ
た
日
か
ら
8
日
間

は
、
消
費
者
は
無
条
件
で
契
約
解

除
で
き
ま
す
。
事
業
者
は
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
さ
れ
た
契
約
に
関

し
て
、
金
銭
を

一
切
請
求
す
る

こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

契
約
は
慎
重
に

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
で
も

販
売
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
け
れ

ば
、
解
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
実
際

に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
に
電

話
を
掛
け
て
も
、
つ
な
が
ら
な
か

っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
契
約
は
、

十
分
検
討
し
て
慎
重
に
行
っ
て
く

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

　

障
害
の
あ
る
方
が
、
社
会
で
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
大

切
な
こ
と
の
一
つ
に
、
経
済
的
自

立
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
就
労
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
す
ぐ
に
一
般

の
会
社
等
に
就
職
す
る
こ
と
は
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
就

労
に
必
要
な
力
を
身
に
付
け
る
た

め
に
、
障
害
者
支
援
事
業
所
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
内

に
は
障
害
者
支
援
を
行
う
事
業
所

が
16
カ
所
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
各
事
業
所
で
、
日
々
、

訓
練
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。

自
主
製
品
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
は
自
主

製
品
を
製
作
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
、
手

芸
や
木
工
作
品
、
手
作
り
の
日
用

品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
中
に
も
、
見
た
こ
と
が
あ

る
方
や
、
購
入
し
た
方
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
主
製
品
を
作
り
、
販
売
す
る

過
程
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
実
社

会
で
就
労
す
る
力
を
身
に
付
け
ま

す
。
ま
た
、
販
売
に
よ
り
得
ら
れ

た
収
入
の
一
部
は
障
害
の
あ
る
方

の
工
賃
と
な
り
、
そ
れ
を
手
に
す

る
こ
と
で
働
く
喜
び
も
経
験
で
き

ま
す
。

販
売
先
募
集

　

各
事
業
所
は
、
訪
問
販
売
な
ど

の
自
主
製
品
を
販
売
す
る
手
立
て

や
販
売
先
を
開
拓
中
で
す
。
障
害

の
あ
る
方
の
作
品
の
委
託
販
売
や

訪
問
販
売
の
受
入
れ
、
ま
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
の
利
用
を
お
考
え
の

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
部
の
市
内
事
業
所
の
製
品
を

健
康
福
祉
施
設
内（
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー

ク
豊
岡
隣
の
施
設
）の
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
て
い
ま
す
。
健
診
に
来
ら

れ
た
と
き
な
ど
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
②

　

目

指

す

は

自

立

　

▲丹精込めて作られた自主製品

契
約
解
除
通
知
書

一、
契
約
日　

平
成　

年　

月　
日

一、
販
売
業
者　
　

○
○　
　

会
社

一、
販
売
業
者
住
所

一、
販
売
担
当
者　
　
　
　
　
　
氏

一、
契
約
内
容

一、
契
約
金
額　

 

金
◯
◯
◯
円

  

右
記
の
契
約
の
解
除
を
申
し
出
ま
す
。

                   

平
成　

年　

月　

日

　

   

○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
○
番
地

○
○
株
式
会
社  

代
表
者 

様

 　

 

豊
岡
市
○
○
町
○
○
番
地 　

 　
　

  　
　
　

   

氏　

名 

㊞
（裏面） （表面）
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米
が
大
好
き
な
遥
太
く
ん
。い
っ

ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
あ
れ
!!

（
父 

伸
彦
・
母 

理
恵
、竹
野
町
竹
野
）

清水遥
よう

太
た

ちゃん
（平成22年12月27日生）

　

と
っ
て
も
わ
ん
ぱ
く
で
何
で
も
や

り
た
が
る
寛
太
く
ん
。た
く
さ
ん
経

験
し
て
大
き
く
な
あ
れ
!!

（
父 

伸
彦
・
母 

理
恵
、竹
野
町
竹
野
）

清水寛
かん

太
た

ちゃん
（平成22年12月27日生）

　

か
わ
い
い
琴
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
い

つ
ま
で
も
仲
良
し
で
す
く
す
く
育
っ

て
く
だ
さ
い
ネ
。

（
父 
祐
介
・
母 

友
美
、日
高
町
道
場
）

飯田琴
こと

羽
は

ちゃん
（平成23年1月27日生）

　

い
つ
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
い
っ

ぱ
い
皆
の
宝
物
で
す
。こ
れ
か
ら
も

泰
志
ら
し
く
す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

（
父 

宏
明
・
母 

景
子
、今
森
）

橋本泰
たい

志
し

ちゃん
（平成21年10月13日生）

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
か
わ
い

い
美
空
ち
ゃ
ん
。元
気
で
優
し
い
女

の
子
に
な
っ
て
ね
！

（
父 

明
弘
・
母 

香
織
、城
崎
町
湯
島
）

佐藤美
み

空
く

ちゃん
（平成22年12月5日生）

　

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
が
大
好
き
な

蒼
ち
ゃ
ん
。す
く
す
く
と
元
気
で
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ネ
♡

（
父 

義
人
、母 

裕
子
、出
石
町
鳥
居
）

増田蒼
そお

大
た

ちゃん
（平成23年3月9日生）

　

１
歳
お
め
で
と
う
！
元
気
で
優
し

い
男
の
子
に
育
っ
て
ネ
！

（
父 

寛
治
・
母 

由
紀
子
、正
法
寺
）

福田将
まさ

大
ひろ

ちゃん
（平成23年3月12日生）

　

大
変
な
年
に
生
ま
れ
た
な
っ
ち
ゃ

ん
。こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
絆
に

な
っ
て
ネ
!!

（
父 

裕
一
・
母 

優
子
、日
高
町
鶴
岡
）

宮村夏
なつ

絆
き

ちゃん
（平成23年6月3日生）

▽
小
田
　
尚ひ
さ
し（
元
町
）

■
農
林
水
産
功
労

▽
江
本
發の
ぶ

彦ひ
こ（
江
本
）

平
成
24
年
度
子
ど
も
読
書
活
動

優
秀
実
践
校
・
図
書
館
・
団
体

（
個
人
）
文
部
科
学
大
臣
表
彰

■
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校

▽
豊
岡
高
等
学
校（
京
町
）

　

日
頃
の
読
者
活
動
が
顕
著
で
あ

っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

第
14
回
J
C
B
A
近
畿
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
賞
「
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま
」

最
優
秀
賞
を
受
賞

　

J
C
B
A
近
畿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
賞（
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
協
会
近
畿
地
区
協
議
会
主
催
）

で
、「
情
報
・
教
養
番
組
」部
門
の
最

優
秀
賞
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M

局「
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま
」（
F
M
ジ
ャ

ン
グ
ル
）の
番
組「
た
じ
ま
お
仕
事

マ
ッ
プ
」が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
豊
岡
で
働
く
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
の
方
に
、
そ
の
仕
事
の

魅
力
や
や
り
が
い
、
苦
労
な
ど
を

聞
き
、
丁
寧
に
取
材
を
し
、
伝
え

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

叙
　
勲

■
旭き
ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

▽
佐
伯
雄た
け

一い
ち（
千
代
田
町
）

■
瑞ず
い

宝ほ
う

双
光
章

▽
表
　
小こ

彌や

太た（
城
崎
町
湯
島
）

▽
西
垣
豪
太
郎（
泉
町
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
阿
部
嘉
代（
高
屋
）

▽
和
田
良
男（
城
崎
町
結
）

褒
　
章

■
黄お
う

綬じ
ゅ

褒
章

▽
粟
藏
富
雄（
大
磯
町
）

人
権
擁
護
委
員
表
彰

■
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

▽
垣か
き

谷や

正ま
さ

詔の
り（
京
町
）

平
成
24
年
兵
庫
県
功
労
者
表
彰 

■
自
治
功
労

▽
岡
　
滿
夫（
河
谷
）

■
地
域
活
動
功
労

▽
簱は
た

谷や

力
夫（
出
石
町
荒
木
）

■
消
防
功
労

▽
長
岡
健た
け

美み（
日
高
町
宵
田
）

■
産
業
振
興
功
労

▽
岡
田
重
明（
但
東
町
坂
野
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。



●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城崎総合支所
　☎32－0001
●竹野総合支所
　☎47－1111
●日高総合支所
　☎42－1111
●出石総合支所
　☎52－3111
●但東総合支所
　☎54－1000
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期
　
間

5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

5
月
31
日（
木
）は
、「
世
界
禁
煙

デ
ー
」で
す
。
ま
た
、
日
本
で
は

5
月
31
日（
木
）か
ら
6
月
6
日

（
水
）ま
で
を「
禁
煙
週
間
」と
し
て

い
ま
す
。

■
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害

　

た
ば
こ
の
煙
は
、
肺
が
ん
だ
け

で
な
く
あ
ら
ゆ
る
が
ん
の
発
生
率

を
高
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
喫
煙

は
心
臓
や
呼
吸
器
の
病
気
を
招
き
、

動
脈
硬
化
を
促
進
し
て
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
場

合
、
妊
娠
や
出
産
時
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
た
ば
こ
の
害
は

  

吸
わ
な
い
人
に
も
及
ぶ

　

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
は
、

自
分
の
意
思
と
は
無
関
係
に
他
人

の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
う「
受
動
喫

煙
」で
も
起
き
、
が
ん
や
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
も
喫
煙

者
と
同
様
に
高
ま
り
ま
す
。

■
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
せ
な
い
　

周
囲
へ
の
気
配
り
を
！

　

同
じ
空
間
に
た
ば
こ
を
吸
わ
な

い
人
が
い
る
場
合
は
、
た
ば
こ
の

煙
を
吸
わ
せ
な
い
よ
う
に
配
慮
し

ま
し
ょ
う
。

問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

催
　
し

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
問
☎
42ｰ

6
1
1
1

■
企
画
展「
漆
の
文
化
史
」

日
8
月
28
日（
火
）ま
で

所
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館　

企
画

展
示
室（
日
高
町
祢に
ょ
う布
）

内
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
製
品
な

ど
を
基
に
、
漆
が
日
本
の
文
化

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え

る
料
大
人
5
0
0
円（
65
歳
以
上

2
5
0
円
）、
高
校
生
2
0
0

円
、小
・
中
学
生
1
5
0
円（
コ

コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示
で
無
料
）

■
公
開
講
座「万

葉
の
歌
び
と
た
ち
」

日
6
月
3
日（
日
）・
10
日（
日
）・

24
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜
3

時（
全
3
回
）

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
日
高
町
国
分
寺
）

内・
第
1
回
…
大
宰
府
の
賢
人　

沙さ

弥み
の

満ま
ん

誓ぜ
い

・
第
2
回
…
石
川
年と
し

足た
り

と
文ふ
ん

屋や
の

智ち

努ぬ

天て
ん

平ぴ
ょ
う

勝し
ょ
う

宝ほ
う

4
年
新に
い

嘗な
め
の

祭ま
つ
り

肆と
よ
の

宴あ
か
り

・
第
3
回
…
万
葉
集
の
遊
女

講
師
武
庫
川
女
子
大
学
教
授　

影

山
尚ひ
さ

之ゆ
き

さ
ん

料
1
5
0
0
円（
3
回
分
の
資
料

代
な
ど
）

定
40
人

申
期
6
月
2
日（
土
）

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
戸
外
遊
び
、
固
定
遊
具
で
の
遊

び
、
子
育
て
相
談
・
情
報
交
換

な
ど

問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4

◆
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日時 場所
６月１日（金）10：15～中央公園（ふれあい）

６月13日（水）１：30～しばっこ広場（アイティ７階）

６月14日（木）10：15～総合体育館芝生広場

６月22日（金）10：15～しばっこ広場（アイティ７階）

６月28日（木）10：30～玄武洞公園
※雨天および悪天候の場合は中止

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
所
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日
6
月
7
日（
木
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

※
雨
天
中
止

所
菊
屋
島
運
動
公
園（
城
崎
町
桃
島
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
戸
外
遊
び

問
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

4
6
6
6

◆
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
6
月
13
日（
水
）・
27
日（
水
）午

前
10
時
〜
11
時
30
分

※
雨
天
中
止

所
児
童
公
園（
J
R
竹
野
駅
横
、竹

野
町
草
飼
）　

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
電
車
の
見
え
る
公
園
で
遊
ぶ

問
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
47

2
0
3
0

◆
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
6
月
12
日（
火
）午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分　

※
雨
天
中
止

所
日
高
町
民
公
園（
日
高
町
国
分
寺
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
固
定
遊
具
や
芝
生
広
場
で
遊
ぶ

問
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
42

4
6
1
0

◆
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
6
月
12
日（
火
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
※
雨
天
中
止

所
出
石
城
公
園（
出
石
町
内
町
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
芝
生
広
場
で
遊
ぶ

問
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
52

6
1
8
8

◆
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
6
月
13
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
合
橋
認
定
こ
ど
も
園（
但
東
町

出
合
市
場
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
但
東
子
育
て

セ
ン
タ
ー

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
園
庭
の
遊
具
や
砂
場
で
遊
ぶ

問
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
21

9
0
7
9

竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
6
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）

時
間
所
内

・
2
日（
土
）午
後
3
時
〜
4
時
30

分（
竹
野
総
合
支
所　

1
階　

大
会
議
室
）…
月つ
き

尾お

嘉よ
し

男お

さ
ん

講
演
会「
書
を
捨
て
よ
！
海
に

出
よ
う
！
」

・
2
日（
土
）午
後
7
時
30
分
〜
9

時（
竹
野
浜
防
波
堤
）…
海
ホ
タ

ル
観
察
会

・
3
日（
日
）午
前
9
時
30
分
〜（
竹

野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー
・
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）…
ジ
オ
カ

ヌ
ー
・
ス
ノ
ー
ケ
ル
・
磯
観
察

の
各
教
室（
各
教
室
ご
と
の
利
用

料
必
要
）

定
海
ホ
タ
ル
観
察
会
40
人
、
ジ
オ

カ
ヌ
ー
教
室
30
人
、
ス
ノ
ー
ケ

ル
教
室
30
人
、磯
観
察
教
室
50
人

※
事
前
申
込
み
必
要

申
問
竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ

ー
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
47

1
9
3
2

第
35
回
親
善
少
年
武
道
大
会

日
6
月
17
日（
日
）午
前
9
時
30
分
〜

所
総
合
体
育
館（
大
磯
町
）、
市
民

体
育
館（
立
野
町
）

内
柔
道
、
空
手
道
、
剣
道
、
な
ぎ

な
た
、
少
林
寺
拳
法
の
5
競
技

の
試
合

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
3

Tト
ヨ

オ

カ

O
Y
O
O
K
A
　
Eエ
キ
ス
ポ

X
P
O

2
0
1
2

〜
世
界
に
輝
く
ま
ち
豊
岡
の
創
造
〜

日
6
月
24
日（
日
）午
前
11
時
30
分

〜
午
後
4
時

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港　

多
目

的
ホ
ー
ル
、
芝
生
広
場（
岩
井
）

内○
豊
岡
ス
カ
イ
パ
ビ
リ
オ
ン（
芝

生
広
場
）〔
豊
岡
の
未
来
を
考
え

た
体
験
・
展
示
・
学
習
コ
ー
ナ

ー
〕※
雨
天
時
縮
小

・
豊
岡
み
ら
い
館（
世
界
に
挑
戦
中

の
エ
コ
カ
ー
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
紹

介
・
展
示
、
紙
飛
行
機
チ
ャ
レ

ン
ジ
大
会
）

・
も
の
づ
く
り
館（
ミ
ニ
ラ
ン
ド

セ
ル
・
麦
わ
ら
細
工
の
作
成
）

・
国
際
教
育
館〔
と
よ
お
か
英
語

ぱ
ず
る
、
テ
レ
ビ
で
大
人
気
の

エ
リ
ッ
ク
さ
ん
の
英
語
ラ
イ
ブ

（
午
後
1
時
30
分
〜
）〕

・
し
ぜ
ん
環
境
館（
触
れ
て
、
感

じ
て
、豊
岡
の
自
然
を
大
解
明
）

・
ス
カ
イ
グ
ル
メ
カ
フ
ェ〔
ご
当

地
グ
ル
メ
、ス
イ
ー
ツ
な
ど（
有

料
）〕

・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ〔
飛
行
機
の
編
隊

飛
行（
午
後
3
時
45
分
〜
）〕

○
国
際
都
市
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）午
後
1
時
〜

3
時
10
分

・
基
調
講
演（
国
土
交
通
省
観
光
庁

前
長
官
・
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
元

代
表
取
締
役　

溝
畑　

宏
さ
ん
）

・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
国
際
都
市

実
現
に
向
け
た
市
民
研
究
発
表

会
）〔
パ
ネ
リ
ス
ト　

溝
畑　

宏

さ
ん
、
中
貝
市
長
、
定
員
4
 0 

0
人
〕

申
問
一
般
社
団
法
人
豊
岡
青
年
会

議
所
☎
22

2
7
4
8（
平
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分
）

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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平
成
24
年
度
出
石
特
別
支
援
学
校

「
学
校
紹
介
Dデ

ー
A
Y
」

日
6
月
20
日（
水
）〜
22
日（
金
）午

前
10
時
〜
11
時
40
分

所
出
石
特
別
支
援
学
校（
出
石
町

宮
内
）

対
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
・
中
学

校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護
者
で
、

特
別
支
援
教
育
に
関
心
の
あ
る

方
、
福
祉
関
係
者

内
学
校
概
要
説
明
、
公
開
授
業
の

参
観
、
就
学
相
談
な
ど

申
方
氏
名
・
所
属
先
・
参
加
希
望

日
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で
連
絡

申
期
6
月
13
日（
水
）

申
問
出
石
特
別
支
援
学
校

　
☎
52

3
5
6
5

　
Ｆ
52

3
5
6
6

　
メizushi-sn-su@

hyogo-c.
                     ed.jp

募
　
集

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

整
備
事
業
者
募
集

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
開

始
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
整
備
施
設
数
1
施
設（
定
員

29
人
の
も
の
に
限
る
）

募
集
施
設
整
備
圏
域
市
内
全
域

応
募
資
格
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
事
業
者

・
社
会
福
祉
法
人（
指
定
を
受
け

る
時
点
で
確
実
に
社
会
福
祉
法

人
が
設
立
で
き
る
場
合
を
含
む
）

で
あ
る
こ
と

・
介
護
保
険
法
第
78
条
の
2
第
4

項
に
該
当
し
な
い
こ
と

・
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
整

備
に
着
手（
着
工
）し
、
平
成
26

年
3
月
31
日
ま
で
に
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
事
業
者
指
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

補
助
金
整
備
補
助
1
億
1

 

6

 

0

 
0
 

万
円
、
開
設
準
備
補
助
1

 

7

 
4
 

0
万
円

※
市
の
予
算
措
置
の
状
況
や
施
設

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
よ

り
、
交
付
で
き
な
い
場
合
あ
り

申
期
7
月
20
日（
金
）

申
込
受
付
時
間
平
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、高
年

福
祉
課
に
あ
る
募
集
要
項（
市
ホ

ー
ムペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
参
照

申
問
高
年
福
祉
課
高
年
福
祉
係

　
☎
29

0
0
5
5

平
成
25
年
度
公
立
豊
岡
病
院
組
合

職
員
募
集

募
集
職
種
人
数

①
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職（
事
務

職
）・
若
干
名

②
医
療
事
務
職
1
人

③
薬
剤
師
1
人

受
験
資
格

①
昭
和
57
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
で

定
め
る
4
年
制
大
学
卒
業
者
ま

た
は
平
成
25

年
3
月
卒
業

見
込
者

②
昭
和
43
年
4
月
2
日
以
降
昭
和

53
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
医
療
機
関
で
10
年
以

上
の
医
療
事
務
経
験
の
あ
る
方

（
平
成
25
年
3
月
現
在
）

③
昭
和
57
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
薬
剤
師
免
許
取

得
者
ま
た
は
平
成
25
年
3
月
取

得
見
込
者

試
験
日
所

①
②
1
次
試
験
…
7
月
22
日（
日
）・

公
立
豊
岡
病
院

※
2
次
試
験
は
1
次
試
験
通
過
者

に
別
途
通
知

③
7
月
10
日（
火
）・公
立
豊
岡
病
院

試
験
科
目

①
1
次
試
験
…
教
養
・
適
性
・
論

文
試
験
、
2
次
試
験
…
面
接
試

験
②
1
次
試
験
…
教
養
・
専
門
・
論

文
試
験
、
2
次
試
験
…
面
接
試

験
③
教
養
・
作
文
・
面
接
試
験

採
用
予
定
日
平
成
25
年
4
月
1
日

申
方
本
組
合
指
定
の
履
歴
書
に
記

入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て

持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
6
月
29
日（
金
）必
着

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管

理
事
務
所
総
務
部
人
事
課（
〒
6

6
8

8
5
0
1
　
戸
牧
1

 
0
 

9
4
）☎
22

6
1
1
1

「
個
人
向
け
復
興
応
援
国
債
」 

お
よ
び「
個
人
向
け
復
興
国
債
」

の
募
集

　
財
務
省
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
に
向
け
た
施
策
に
必

要
な
資
金
を
、
国
民
の
皆
さ
ん
か

ら
幅
広
く
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
よ

う
、「
個
人
向
け
復
興
応
援
国
債
」

お
よ
び「
個
人
向
け
復
興
国
債
」を

募
集
し
ま
す
。

○
個
人
向
け
復
興
応
援
国
債
…
変

動
10
年
で
当
初
3
年
間
は
低
い

金
利
と
な
り
ま
す
が
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
平
成

27
年
度
中
に
発
行
す
る
東
日
本

大
震
災
復
興
事
業
記
念
貨
幣
を

贈
呈

○
個
人
向
け
復
興
国
債
…
変
動
10

年
、
固
定
5
年
、
固
定
3
年
の
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3
種
類
あ
り共通

事
項

申
期
6
月
7
日（
木
）〜
29
日（
金
）

※
個
人
向
け
復
興
国
債
の
固
定
3

年
は
毎
月
発
行

他
商
品
性
、
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、近
く
の
金
融
機
関
へ
問
い

合
わ
せ
ま
た
は
財
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
of. 

go.jp/

）を
参
照

問
近
畿
財
務
局
理
財
第
2
課

　
☎
06

6
9
4
9

6
3
6
8

講
　
座

出
張
！
田
ん
ぼ
の
学
校

活
動
日
主
に
土
・
日
曜
日
、
祝
日

（
日
程
は
調
整
必
要
）

活
動
時
間
1
〜
2
時
間
程
度

活
動
内
容
皆
さ
ん
の
地
域
に
講
師

が
出
張
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
生
き
も
の
調
査
や
観
察
会

を
実
施

主
な
活
動
メ
ニ
ュ
ー

・
田
ん
ぼ
・
ビ
オ
ト
ー
プ
・
水

路
・
川
な
ど
の
生
き
も
の
調
査

・
植
物
・
野
鳥
の
観
察
会

講
師
N
P
O
法
人
コ
ウ
ノ
ト
リ
市

民
研
究
所
か
ら
派
遣

他・
活
動
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
寄
付
金「
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
」

を
活
用
し
て
実
施

・
活
動
に
必
要
な
道
具
は
市
で
準

備
す
る
こ
と
も
可

申
問
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　
☎
21

9
0
1
7

エ
コ
ハ
ウ
ス
暮
ら
し
の
講
座

「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と

豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス
」

日
6
月
24
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス（
ハ
チ
ゴ

ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
内
、
城
崎
町

今
津
）

内・
第
1
部
…
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
お
話（
約
30
分
間
）

・
第
2
部
…
豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス

の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
と
は（
約
30
分

間
）

・
第
3
部
…
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
あ
ん
し
ん
相
談
会（
個
別
相

談
）、豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス
モ
デ

ル
プ
ラ
ン
相
談
会（
個
別
相
談
）

講
師
豊
岡
市
建
築
大
工
組
合
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
部
会
、
市
建
築

住
宅
課
職
員
な
ど

申
方
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡

申
問
地
域
戦
略
推
進
課

　
☎
21
9
0
1
2
Ｆ
26
1
3
3
7

講座
No. テーマ 開催日時 場所 定員

（人）
受講料（円）
（小・中学生）

8 大地と共生する「城崎温
泉」 ６月10日（日）13：30～16：00 JR城崎温泉駅：集合・解散 30 無料

9 漁業の拠点津居山港と円
山川河口 ６月24日（日）13：30～16：00 港地区公民館：集合・解散 30 無料

10 但馬の小京都「出石」と市内の遺跡を探る ７月８日（日）13：30～16：00 出石地域 30 無料

11 ジオカフェ：地球の磁石と磁石の性質を持つ石 ７月22日（日）13：30～15：30 コウノトリの郷公園 20 500（300）

12 但東地域とジオパーク（仮） ８月上旬 但東地域 30 無料

13 ジオツアー：竹野海岸の地層を見よう ９月９日（日）10：00～16：00 北前館：集合 20 500（300）

14 山陰海岸植物観察会（秋）11月10日（土）13：00～17：00 JR竹野駅：集合・解散 20 1,000

15 ジオカフェ：山陰海岸の大地の成り立ち 12月15日（土）13：30～15：30 コウノトリの郷公園 20 500（300）

※上記の予定は都合により、変更する場合あり

　山陰海岸ジオパークの特徴である、多様な地形・地質から生まれる多様な生物・植物、人々の暮らし
を学ぶ講座です。 　　　　　　　　　　　　　　申期各講座の９日前　申 問観光課　☎21-9016 

「 ジ オ ガ イ ド 養 成 講 座 」 開 催 中
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図
書
館
講
座

「
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
」

日
6
月
23
日（
土
）・
30
日（
土
）午

後
1
時
30
分
〜
3
時（
全
2
回
）

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

対
読
み
聞
か
せ
を
始
め
よ
う
と
思

う
方
、
学
校
や
地
域
な
ど
で
読

み
聞
か
せ
活
動
を
し
て
い
る
方

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ（
第
1
回

…
基
本
と
実
技
、
第
2
回
…
実

践
の
ポ
イ
ン
ト
と
絵
本
選
び
）

講
師
図
書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
専
任
講
師　

橋
本
し

げ
み
さ
ん

定
50
人

申
期
6
月
17
日（
日
）

他
一
時
保
育
あ
り

申
問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

「
ホ
タ
ル
観
察
会
」

日
6
月
20
日（
水
）午
後
7
時
45
分
〜

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館（
祥
雲
寺
）

内
ホ
タ
ル
の
お
話（
多
目
的
ホ
ー

ル
）、
ホ
タ
ル
観
察（
県
立
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
内
）

講
師
N
P
O
法
人
コ
ウ
ノ
ト
リ
市

民
研
究
所

持
懐
中
電
灯
、
長
靴

※
事
前
申
込
み
不
要

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

☎
23

7
7
5
0

相
　
談

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
6
月
16
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6

94

0
6
0
6

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
6
月
16
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
予
約
制

所
市
民
会
館　
中
会
議
室（
立
野
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

試
　
験

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

■
狩
猟
免
許
試
験

知
識
・
適
性
試
験
日
所

・
1
回
目
…
7
月
4
日（
水
）・
神

戸
市
、
姫
路
市
、
養
父
市

・
2
回
目
…
9
月
9
日（
日
）・神
戸
市

技
能
試
験
日
所

・
1
回
目
…
7
月
18
日（
水
）・
姫

路
市
ま
た
は
7
月
25
日（
水
）・

神
戸
市

・
2
回
目
…
9
月
22
日（
土
）・
神

戸
市
ま
た
は
9
月
30
日（
日
）・

姫
路
市

申
期

・
1
回
目
…
6
月
4
日（
月
）〜
19

日（
火
）

・
2
回
目
…
8
月
6
日（
月
）〜
21

日（
火
）

申
問
但
馬
県
民
局
森
林
林
業
課

　

☎
26

3
6
6
9

■
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会

日
6
月
17
日（
日
）午
後
1
時
〜

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

内
わ
な
猟（
獣
類
の
み
）の
知
識
・

技
能
に
関
す
る
講
習

■
狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
費
用
を

補
助（
事
後
）し
ま
す

対
市
内
の
猟
友
会
各
支
部
に
入
会

し
た
方
で
、
狩
猟
免
許
取
得
後

1
年
未
満
の
方

種
類
補
助
額

・
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許　

1
万
5
千
円

・
第
1
種
銃
猟
免
許　

5
万
円

申
請
期
限
10
月
31
日（
水
）

申
請
問
農
林
水
産
課
農
政
係

　

☎
23

1
1
2
7
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課

e エ
コ
c
o
検
定
を            

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

e
c
o
検
定（
環
境
社
会
検
定
試

験
）は
、平
成
24
年
度
か
ら
市
内
で

受
験
で
き
ま
す
。

試
験
日

・
第
12
回
…
7
月
22
日（
日
）

・
第
13
回
…
12
月
16
日（
日
）

試
験
時
間
午
後
1
時
30
分
〜（
制

限
時
間
2
時
間
）

受
験
場
所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

豊
岡

商
工
会
議
所
会
議
室（
大
磯
町
）

受
験
資
格
学
歴
、
年
齢
、
性
別
、

国
籍
に
よ
る
制
限
な
し

受
験
料
5
2
5
0
円

申
方
電
話
ま
た
は
東
京
商
工
会
議

所
検
定
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
手
続
き

申
期

・
第
12
回
…
6
月
8
日（
金
）ま
で

・
第
13
回
…
10
月
2
日（
火
）〜
11

月
2
日（
金
）

申
東
京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー

　

☎
03

3
9
8
9

0
7
7
7

　
ホhttp://w

w
w
.kentei.org/

問
豊
岡
商
工
会
議
所
検
定
試
験
担

当
☎
22

4
4
5
6
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そ
の
他

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
不
動
産
公
売
中
止
物
件
の

お
知
ら
せ

　

3
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
に

掲
載
の
不
動
産
公
売
物
件
14
件
の

う
ち
、
次
の
物
件
の
公
売
を
中
止

し
ま
し
た
。

■
日
曜
納
税
相
談

日
6
月
3
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階（
税
務

課
内
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
5
月
25
日（
金
）午

後
1
時
〜
6
月
11
日（
月
）午
後

11
時

競
り
売
り
期
間
6
月
18
日（
月
）午

後
1
時
〜
20
日（
水
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
6
月
28
日（
木
）午

後
3
時

公
売
物
件
車
整
備
用
機
械
な
ど
16

点
参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
参
加（
5
月
25
日
公
開

予
定
）

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
原
則

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要（
公

売
保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
に
関
す

る
情
報
を
提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.

　
　
　
　
　
　
　

yahoo.co.jp/

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
下
見
会
へ
の
参
加
申
込
み

は
不
要
で
す
。

日
6
月
3
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階　
ロ
ビ
ー

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
税
係

　

☎
23

1
1
1
8

駅
前
駐
輪
場
の
放
置
自
転
車
を

撤
去
し
保
管
し
て
い
ま
す

　

駅
前
駐
輪
場（
豊
岡
駅
、
竹
野

駅
、
城
崎
温
泉
駅
、
江
原
駅
、
国

府
駅
）に
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車

を
仮
置
き
し
て
い
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
申
し
出
が
な
い
場

合
、
市
の
条
例
に
基
づ
き
処
分
し

ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

現
地
で
確
認
の
上
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

仮
置
場
所
各
駅
前
駐
輪
場
内

申
出
期
限
11
月
30
日（
金
）

問

・
都
市
整
備
課
☎
23

1
7
1
2

・
城
崎
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21

9
0
6
5

・
竹
野
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21

9
0
7
3

・
日
高
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21

9
0
5
2

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

　

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

番号 所在地番

不-09 下陰字西町257番７

不-12 竹野町御又字長井谷口94番８他１筆

不-14 日高町野々庄字西畠230番地７

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

月日 担当医師・住所

６月

10日（日） 中沢　洋
（出石町本町）

17日（日） 赤松　亮
（九日市下町）



　図書館では、平成24年４月発売分から受入雑誌
の見直しを行いました。
・豊岡本館で新しく購入する雑誌
　｢岳

がく

人
じん

｣、｢月刊 食生活」、「日経サイエンス」、「キル

トジャパン」、「季刊　地域」など
　各分館でも新しく購入する雑誌があり、また、
受入館を変更した雑誌もあります。
　詳しくは、図書館本館・各分館にお尋ねください。

おとうさんの本
＜ 一 般 ＞

父の遺した言葉
吉村作治／著（ポプラ社）

　小４のときにエジプト考古学者を
目指すことになった著者を、｢バクの
ように夢を食って生きられたら最高
だと思う｣と応援してくれたお父さ
ん。そのエピソードの数々を紹介。

＜ じ ど う ＞
かえってきたおとうさん
E・H・ミナリック／文
松岡享子／訳（福音館書店）

　漁に出て留守だったお父さんが家に
帰ってくることになって、くまくんは大喜
び。つい、友達に｢お父さんが人魚を連れ
てくる｣としゃべってしまいますが…。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

6月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

6月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 金 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

2 土 10：30～ 但東 おはなしのもり　幼 児
13：30～ 城崎 きのさき語りぐさめぐり（第２回）　般

3 日
4 月
5 火 （休館日）

6 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
7 木
8 金

9 土

10：10～ 豊岡 土曜としょかん（ミニ水族館）　幼 児

10：30～

城崎 おはなしランド（かわり絵てるてる坊主）　児

竹野 テーマであそぼ！「しとしと　ケロケロ　バシャバシャバシャ」
（ジャンプガエルを作る）　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児
10 日
11 月
12 火 （休館日）
13 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
14 木
15 金
16 土 13：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般
17 日
18 月
19 火 （休館日）
20 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
21 木
22 金

23 土
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児
13：30～ 本館 講座｢楽しい読み聞かせ｣第１回　般
14：00～ おはなし会　幼 児

24 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
25 月
26 火 （休館日）
27 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

28 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

29 金 （休館日）
30 土 13：30～ 本館 講座｢楽しい読み聞かせ｣第２回　般

広報とよおか　2012.5.25 34



6月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 21日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

パパと遊ぼうデー｢親子遊び｣
日　時 16日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子遊び（手遊び、歌、折り紙など）

わいわいコーラス
日　時 12日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や童謡、唱歌、フォークソングなどピアノ伴奏で歌う

なかよし広場
日　時 20日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 おおむね１歳までの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師によるミニ講話、計測、親子交流など

交通安全教室
日　時 ５日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 交通安全指導（パトカー・白バイ来場）、おみやげあり！

パパと遊ぼうデー（親子運動遊び）
日　時 16日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）

絵本の読み聞かせの会

日　時 ３日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子ふれあい遊び

なかよし広場
日　時 21日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの身体計測、歯科衛生士のミニ講話、健康発達相談など

海で砂遊び
日　時 19日（火）午前10時30分～11時45分
場　所 竹野海洋センター下の砂浜（雨天時はセンター室内）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 一足早く、砂遊びで海を満喫！宝探しもあり！
持ち物 お茶、砂遊びのおもちゃ、タオル、着替え、帽子

ママの“ためになるクッキング”

新聞紙あそび

日　時 29日（金）午前９時45分～午後１時30分
場　所 五荘地区公民館
対　象 子育て中の保護者　先着15人（一時保育　15人）
内　容 地元でとれた食材でできるおかず
講　師 管理栄養士　田中香代子さん
参加費 500円（１家族） 申込開始 14日（木）

日　時 ６日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 新聞紙を使った遊び 持ち物 １日分の古新聞紙

日　時 24日（日）午前10時～お話、10時50分～実技、～11時50分
場　所 豊岡市民プラザ　市民活動室など
対　象 ２歳以上の幼児とお父さん（保護者）　先着20組
講　師 こども育成課　仲義　健 申込開始 11日（月）

日　時 25日（月）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 妊婦
内　容 マタニティヨガ、妊婦同士や先輩ママとの交流、各種相談
スタッフ 保育士、保健師、助産師、歯科衛生士、栄養士

運動好きな子どもは家庭から育つ（運動遊び　お話と実技）

マタニティママ交流広場

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 28日（木） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

ベビーマッサージ
日　時 22日（金）午前10時～11時30分
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者　　20組
内　容 ベビーマッサージ、ママのリフレッシュ体操
講　師 日本３Ｂ体操協会　竹本七美さん
申込期限 20日（水）

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ＆わらべうた遊び
日　時

①ほっとたいむ ４日（月）、28日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 18日（月）午前10時30分～
③わらべうた遊び 21日（木）午前11時～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び

③わらべうたやいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

お母さんの手作り広場１

なかよし広場

とよおか・こどもまつり

日　時 20日（水）午後１時30分～３時
対　象 子育て中の保護者　先着15人
内　容 牛乳パックを使ったびっくり箱作り
持ち物 牛乳パック（１ℓサイズ５本）、輪ゴム12本、定規
申込開始 ６日（水）

日　時 20日（水）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

日　時 ９日（土）午前10時30分～午後２時
場　所 豊岡市民プラザ（フロア全体）
対　象 子育て中の親子、家族
内　容 コーナー遊び（お弁当ごっこ、お話の部屋）、バザー、食育コーナー
参加費 無料　※一部のコーナーは有料

子育ち＆親育ち講座

パパと遊ぼうデー

日　時 22日（金）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 損するほめ方、ためになる叱り方
申込開始 11日（月）

日　時 23日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 幼児と家族
講　師 こども育成課　仲義　健

おはなし広場
日　時 ２日（土）、16日（土）、23日（土）、30日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

わらべうた＆製作
日　時 27日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた　製作：アンパンマン手遊び人形
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出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（月・火曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第91回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

■第５回フォークまつり
～みんなで歌えるひとつになれる歌声のWa～

　フォークソングの１日をお楽しみください。

■第14回　プラザ寄席「ふれ愛亭」

■来日50周年記念 ベンチャーズ
　ジャパンツアー 2012

　６月23日（土）　開演12：45
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ギターアンサンブル“よかま～な”
◇内　容　ギターを楽しもう～ソロから四重奏まで～
◇曲　目　入り江のざわめき、となりのトトロ、“シ

ャボン玉”変奏曲　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

　７月８日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　青木まり子、西原 悟、谷 源昌（以上ゲス

ト）、ちゃんぽんめん、テイターシスター
ズ（地元出演者）

◇入場料　全席自由　一般1,000円（当日1,200円）
　　　　　高校生以下500円（当日700円）
◇一時保育　６月28日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　７月28日（土）　開演19：00
　　　　　　　　 （開場18：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語会、
　　　　　たんたん落語笑年団
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下300円
◇一時保育　７月18日（水）までに申し込みください。

　７月22日（日）　
　　開演18：00
　 （開場17：30）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ａ席4,500円、
　　　　　Ｂ席4,000円、
　　　　　桟敷席（ペア）7,200円（当日券は各500円増）
◇一時保育　７月13日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■宗次郎 オカリナコンサート
古 ～いにしえみち～ 道

　万葉のこころ、古
いにしえ
の道に思い

を馳せる音楽会。あなたの心の
ふるさとへ、オカリナとともに
旅してみませんか。

　７月14日（土）
　　開演18：30（開場18：00）
◇入場料　全席指定　一般3,000円（友の会2,700円）
　　　　　中学生以下1,500円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　７月６日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに、市民会館、
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎・竹野･
日高地区公民館で購入できます。

■中野勘太郎一座『国定忠治』
　愛刀、小松五郎義兼を携え、悪
政に立ち向かう忠治。関八州を舞
台に、忠治の義が世を斬る痛快時
代活劇をお楽しみください。

　７月８日（日）　２回公演
　昼の部　開演13：00（開場12：30）
　夜の部　開演18：30（開場18：00）
◇入場料　全席指定　Ａ席1,500円、Ｂ席1,000円、桟

敷席（ペア）2,400円（当日券は各500円増）
◇一時保育　６月29日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■とよおか･シネマオアシスvol.8
『ライフ－いのちをつなぐ物語－』

　弱肉強食の中で生きるさ
まざまな動物たち。生き抜
くための知恵と勇気をフル
に発揮し、生死をかけて次
の世代に命をつないでいく
姿を映し出します。

　８月５日（日）
　　１回目　上映10：30（開場10：00）
　　２回目　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　一般1,000円（友の会900円）
　　　　　中学生以下500円
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　７月27日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中
※チケットは、各プレイガイドでも購入できます。
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平成24年５月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

6月の主な行事
JUNE

平成24年

15（金）
16（土）パパと遊ぼうデー（10：30～出石子育てセンター）

運動あそび （10：30～但東子育てセンター）

17（日）第36回親善少年武道大会（９：30～総合体育館ほか）

18（月）
19（火）海で砂遊び（10：30～竹野Ｂ＆Ｇ海洋センター下の砂浜）

20（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）
21（木）わらべうた遊び（11：00～子育て総合センター）
22（金）中央公民館長杯グラウンドゴルフ大会（県立但馬ドーム）

23（土）第６回ジュニアはばタンカップ（日高東中学校グラウンド）
こころの健康づくり講演会

（13：30～豊岡市民プラザ）

24（日）T
ト ヨ オ カ
OYOOKA E

エ
X
キ
P
ス
O
ポ

（11：30～コウノトリ但馬空港）
第91回サロンコンサート

（12：45～豊岡市民プラザ）

25（月）マタニティママ交流広場（９：30～豊岡市民プラザ）

26（火）
27（水）わらべうた＆製作（10：30～出石子育てセンター）

28（木）
29（金）
30（土）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,690人（＋105人） 42,017人（＋69人） 45,673人（+36人） 32,514世帯（+134世帯）

1（金）白
はく
日
じつ
会大型選抜展（伊藤清永美術館、～26日）

第26回企画展｢漆の文化史｣
（但馬国府・国分寺館、～８月28日）

2（土）2011｢植村直己冒険賞｣授賞式・記念講演会（13：30～日高文化体育館）
竹野スノーケルセンター20周年記念イベント

（竹野総合支所ほか、～３日）
但馬ドームセンター棟ギャラリー「神田優
写真展～四季の写真に魅せられて～」

（県立但馬ドーム、～７月１日）

3（日）鼻かけ地蔵尊祭（９：00～城崎町楽
さ
々
さ
浦）

パパと遊ぼうＤ
デ ー
ＡＹ！

（10：30～日高子育てセンター）

4（月）
5（火）交通安全教室（10：30～竹野子育てセンター）
6（水）
7（木）
8（金）
9（土）とよおか・こどもまつり（10：30～豊岡市民プラザ）

城崎ゆかたフェスタ2012
（17：00～城崎温泉街）

Ｙ
よ さ こ い
ＯＳＡＫＯＩ Ｓ

そ ー ら ん
ＯＲＡＮ

（19：00～出石文化会館ひぼこホール）

10（日）
11（月）
12（火）
13（水）
14（木）

▼
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
引
き
続
き
放
鳥
ト
キ

の
ひ
な
が
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
ま

す
。く
ち
ば
し
が
長
く
な
り
、広
げ
た

羽
の
内
側
は
鮮
や
か
な｢

朱と

鷺き

色｣

に
。

順
調
に
い
け
ば
５
月
下
旬
に
巣
立
ち

を
迎
え
る
と
の
こ
と
。無
事
に
巣
立
つ

か
ど
う
か
、も
う
ド
キ
ド
キ
で
す
。 

Ⓓ
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植村直己
（ 1 9 4 1 ～ 1 9 8 4 ）

日高町上郷出身　冒険家
1984年　国民栄誉賞受賞

　冒険史上、数々の不
可能を可能にしてきた
日本を代表する世界の
冒険家。自分の夢に向
かってひたむきに取り
組んだ姿勢は、世界の
人々に夢と希望を与え、
その不

ふ

撓
とう

不
ふ

屈
くつ

の精神は
今でもこのまちで生き
続けています。最後ま

で持ち続けた南極大陸横断の夢はかないません
でしたが、その夢が縁で本市職員の南極観測隊
派遣が実現しました。

▶世界放浪の旅へ（23～27歳）
　“氷河がみたい!”大学卒業後、わずか110ド
ル（約4万円）を持ってアメリカへ。
▶アマゾン川６千km、
イカダくだり（27歳）
　“全精力を傾けて事を
成せば不可能はない!”
と60日間で成し遂げる。
▶エベレスト登頂と世
界初の五大陸最高峰
登頂（29歳）
　日本人として初めて
世界最高峰エベレスト
に登頂。引き続き北ア
メリカ大陸最高峰の
マッキンリーにも登頂
し、世界初、五大陸最
高峰登頂者となる。
▶日本縦断３千km（30歳）
　南極大陸横断の距離を体感するため、北海道
稚内から鹿児島まで約３千キロを52日間野宿し
ながら歩く。
▶北極圏１万２千km単独犬ゾリ行（33歳）
　グリーンランドで犬ゾリトレーニングと極地
生活を体験。そして、犬ゾリによる1万2千キロ
単独行を約１年半かけて成功させる。
▶北極点到達・グリー
ンランド犬ゾリ縦断
（37歳）
　氷点下50度の極寒の
中、たった１人で進み、
ホッキョクグマに襲わ
れるなど、さまざまな
アクシデントを乗り越え、北極点に到達。その
後、グリーンランド３千キロ縦断を果たす。
▶冬期マッキンリー単独登頂・その後消息を絶
つ（43歳）
　1984年２月12日、43歳の誕生日に世界初の冬
期マッキンリー単独登頂に成功。翌13日、連絡
飛行機のパイロットとの無線交信を最後に、消
息を絶つ。

植村直己冒険館
　植村直己の装備品や冒険行の記録映像などを

展示。今なお世界
の人々から称賛さ
れている植村直己
の「知恵と技術」に
加え、彼の「人と
心」を後世に伝え
る施設です。

植村直己冒険賞
　平成８年創設。
植村直己の精神
を継承し、その精
神によって未知
の世界を切り拓

ひら

き、人々に夢と希
望、そして勇気を
与えてくれた創造的な行動（業績）を表彰してい
ます。６月に16回目の授賞式を行います。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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自然を愛し　極地で輝いた　少年の心そのままの冒険家　植村直己

（写真提供：文藝春秋）
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